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韓
換
期
の
外
交

内

山

正

ヒ
ヒ
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（目

ハ

噌二三四五

序
　
　
　
諭

從
來
の
外
交

奮
き
外
交
と
新
し
き
外
交

民
主
外
交

結
　
　
　
論

序

論

　
國
家
と
世
界
と
の
二
つ
の
主
に
仕
へ
ざ
る
を
得
な
い
矛
盾
的
性
格
が
本
質
的
で
あ
り
、
ク
ラ
ト
ス
と
エ
ト
ス
と
の
表
裏
交
錯
す
る
二
重

的
性
格
が
特
徴
的
で
あ
る
黙
に
於
て
、
外
交
は
終
始
ア
ポ
リ
ァ
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な
い
宿
命
を
捲
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
一
方
國
際
李

和
と
い
ふ
高
貴
な
理
想
に
よ
つ
て
導
か
れ
つ
N
他
方
國
家
的
立
場
と
い
ふ
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ッ
ク
な
現
實
に
よ
つ
て
足
は
強
く
支
へ
ら
れ
て

居
り
、
耶
和
を
理
念
と
し
、
李
和
保
持
を
第
一
使
命
と
し
て
封
外
接
衝
を
任
務
と
し
な
が
ら
、
他
方
そ
の
理
念
の
追
求
は
つ
ね
に
國
家
的

利
釜
（
轟
試
o
轟
＝
暮
①
お
答
）
な
る
現
實
に
よ
つ
て
制
約
せ
ら
れ
て
ゐ
る
黙
に
於
て
、
外
交
は
た
え
す
理
念
と
現
實
の
間
を
彷
裡
せ
ざ
る

を
得
な
い
運
命
に
あ
る
の
で
あ
る
Q

　
　
　
韓
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
歪
δ



　
　
　
韓
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
彗
面
）

　
こ
の
外
交
に
於
け
る
マ
キ
ア
ベ
リ
の
現
實
主
義
と
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
の
理
想
主
義
と
の
並
存
封
立
は
、
長
く
外
交
の
理
論
と
實
際
を
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

し
て
來
た
の
で
あ
る
（
－
）
Q
國
家
の
存
立
襲
展
、
租
國
の
榮
光
名
碁
、
國
民
の
利
釜
保
全
と
い
ふ
極
め
て
切
實
な
現
實
主
義
的
な
椹
力
的

契
機
に
よ
つ
て
外
交
は
推
進
ぜ
ら
れ
な
が
ら
、
而
も
他
方
、
國
際
雫
和
の
維
持
、
國
際
法
國
際
正
義
を
實
践
、
戦
雫
に
訴
へ
ざ
る
國
際
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ

害
の
調
整
と
い
ふ
極
め
て
理
想
主
義
的
な
エ
ト
ス
的
契
機
に
よ
つ
て
外
交
は
理
念
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
外
交
に
於
て
は
力
と
正

義
、
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
イ
ッ
ク
ス
と
國
際
正
義
、
戦
孚
と
手
和
、
國
家
利
己
主
義
と
國
際
協
調
主
義
、
敵
封
と
友
好
の
二
つ
の
反
封
契
機

が
た
え
す
か
ら
み
合
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q
外
交
の
存
す
る
と
こ
ろ
、
そ
ヒ
に
は
必
す
光
と
暗
と
の
双
面
が
つ
き
ま
と
つ
て
ゐ
る
と
い
つ
．

て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
Q

　
こ
の
外
交
の
≡
兀
的
性
格
は
外
交
史
を
貫
い
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
現
在
の
國
際
關
係
に
於
て
も
、
國
際
蓮
合
を
中
心
と
す
る
國
際
主

義
的
協
調
派
の
流
れ
と
、
大
國
中
心
の
國
家
主
義
的
彊
硬
派
の
流
れ
が
存
在
し
、
コ
つ
の
世
界
」
の
理
念
と
、
コ
ろ
の
世
界
」
の
現
實

と
は
、
激
し
く
競
合
し
て
居
る
。
一
方
に
於
て
、
協
調
外
交
派
は
、
挙
和
を
理
念
と
し
國
際
正
義
を
信
じ
て
理
智
的
に
進
歩
的
で
あ
り
、
温

和
に
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
イ
ッ
ク
で
あ
つ
て
國
際
主
義
で
あ
る
が
、
他
方
彊
硬
外
交
派
は
物
質
的
實
力
を
信
擦
し
て
頑
迷
に
奮
套
的
で
冷
酷

に
ペ
シ
ミ
ス
テ
イ
ッ
ク
で
あ
り
帝
國
主
義
で
あ
つ
て
、
こ
の
二
者
の
間
の
要
協
が
外
交
の
現
實
の
姿
で
あ
る
（
。
・
）
Q

　
外
交
は
國
際
的
政
治
環
境
に
於
て
國
家
と
世
界
と
の
間
の
媒
介
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
り
、
國
家
の
世
界
に
封
す
る
耳
目
手
足
で
あ

り
、
世
界
に
開
い
た
國
家
政
治
の
窓
で
あ
つ
て
、
一
方
世
界
か
ら
の
堅
力
制
約
を
受
け
つ
x
、
他
方
國
家
か
ら
の
要
求
を
満
た
す
べ
く
そ

　
　
　
　
シ
ユ
パ
ン
ヌ
ン
グ
　
　
　
　

の
双
方
の
緊
張
接
鰻
の
間
に
立
つ
て
、
國
家
の
存
立
を
圖
ら
ん
と
す
る
所
の
、
世
界
に
於
け
濁
國
家
の
生
存
方
式
で
あ
る
Q
故
に
外
交
は

一
般
國
内
政
治
と
異
つ
て
、
世
界
の
潮
流
を
直
接
に
浴
ぴ
る
位
置
に
立
つ
だ
け
に
、
こ
れ
に
封
感
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
動
き
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ
れ
に
樟
さ
す
だ
け
の
明
敏
な
感
畳
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
若
し
こ
れ
を
考
慮
せ
す
し
て
自
國
の
利
釜
の
み
を
目
的
と
し



て
念
願
と
す
る
外
交
は
、
た
と
へ
一
時
の
成
功
を
牧
め
る
と
し
て
も
所
詮
失
敗
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
亦
、
世
界
楽
和

を
志
向
し
世
界
史
の
流
れ
に
澹
ふ
べ
く
、
そ
の
た
め
に
自
國
の
利
釜
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
他
國
と
協
調
し
國
際
李
和
に
奉
仕
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
ぱ
已
に
外
交
の
ヵ
テ
ゴ
リ
r
彩
、
逸
脆
し
て
ゐ
る
の
昏
、
あ
る
Ω
外
交
ζ
い
ふ
以
上
、
國
家
が
主
彊
と
は
む
、
之
に
蜀
し
世
界
乃
至

國
際
肚
會
が
客
禮
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
國
家
の
立
場
を
越
え
て
の
外
交
と
い
ふ
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
（
3
）
。

　
い
ふ
ま
で
も
な
く
國
家
は
世
界
の
中
に
於
て
緊
密
な
相
關
的
關
聯
を
な
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
世
界
の
動
向
を
無
硯
し
て

の
國
家
の
主
農
性
は
考
へ
ら
れ
す
、
世
界
の
側
が
ら
國
家
の
活
動
を
規
定
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
否
定
せ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
外
交
が
世
界
秩
序
に
逆
ら
つ
て
ま
で
國
家
的
利
釜
の
現
實
的
要
求
に
慮
じ
て
成
功
を
牧
め
た
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
へ
そ
れ
が

一
時
表
面
的
に
は
李
和
維
持
の
美
名
を
以
て
賞
揚
さ
れ
て
も
、
却
て
そ
れ
は
後
に
よ
り
重
大
な
悲
滲
な
結
果
を
生
む
契
機
と
な
る
に
す
ぎ

す
、
所
詮
午
和
の
理
念
か
ら
遠
ぐ
離
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
血
を
以
て
彩
ら
れ
た
最
近
の
外
交
史
が
、
生
女
し
い
事
實
を
以
て

我
女
に
教
へ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
勃
襲
に
至
る
ま
で
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
外
交
の
経
過
、
更
に
之
に
封
感
す
る
英
國
外
交
の
結
果

は
之
を
示
し
て
蝕
り
あ
る
で
あ
ら
う
（
4
）
Q

　
外
交
が
理
念
の
追
求
に
忠
實
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
外
交
自
ら
の
立
場
を
失
ぴ
、
外
交
が
現
實
の
要
求
に
忠
實
で
あ
る
と
き
外
交
は
自

ら
の
破
綻
を
招
く
。
こ
の
外
交
の
當
局
者
は
、
國
家
的
利
釜
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
封
外
的
に
協
調
し
、
國
際
正
義
の
理
念
に
忠
實
で
あ

る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
國
内
的
に
は
外
交
失
敗
の
責
任
者
と
し
て
糾
揮
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
で
あ
ら
う
Q
そ
の
反
封
に
國
家
的
利
釜
を
第

一
義
と
し
て
外
交
に
成
功
を
牧
め
て
、
凱
旋
將
軍
の
如
く
國
内
的
に
は
激
迎
さ
れ
ス
馬
外
交
當
局
者
が
、
却
て
國
家
を
破
滅
絶
豊
の
淵
に
追

ぴ
や
る
に
至
る
事
例
を
現
に
我
女
は
屡
く
見
る
の
で
あ
る
。

　
外
交
が
こ
の
矛
盾
を
逃
れ
る
た
め
に
、
李
和
の
理
念
の
た
め
に
國
家
の
立
場
を
の
り
こ
え
て
世
界
李
和
の
秩
序
構
成
に
参
與
す
る
こ
と
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期
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三
　
　
　
（
五
毫
）
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（
垂
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ア

は
、
外
交
本
來
の
基
本
原
理
た
る
國
家
的
利
釜
の
立
場
か
ら
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
Q
叉
他
方
外
交
が
國
家
目
的
の
み
に
仕
へ
て
所
謂
現

ル
の
ポ
リ
テ
イ
ク

實
政
策
を
強
行
し
て
國
際
李
和
の
理
念
を
捨
て
る
こ
と
も
出
來
な
い
の
で
あ
つ
て
、
外
交
は
た
え
す
理
念
と
現
實
と
の
簡
の
要
協
の
道
を

彷
径
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
亦
、
こ
の
姜
協
は
妥
協
の
本
質
と
し
て
理
想
に
封
す
る
不
徹
底
な
る
満
足
で
あ
る
以
上
、
必
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
リ
テ
イ
ク

問
題
を
淺
さ
璽
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
Q
外
交
の
安
協
的
性
質
は
、
外
交
が
政
策
で
あ
る
以
上
避
け
得
ら
れ
な
い
所
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ

　
外
交
は
、
こ
の
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
難
題
を
解
決
す
る
道
を
護
見
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
か
。
從
率
よ
く
い
は
れ
る
所
の
外

プ
ロ
ィ
ス
イ
　
　
　
　
フ
オ
ロ
リ
ン
ポ
リ
ス
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ゴ
シ
ヱ
ロ
シ
ヨ
ン

交
を
以
て
外
交
政
策
と
逼
別
し
て
外
交
交
渉
と
す
る
こ
と
は
、
或
は
外
交
そ
の
も
の
へ
の
不
信
の
非
難
を
冤
れ
し
め
る
か
も
知
れ
な

い
（
5
）
Q
即
ち
外
交
を
、
國
家
の
政
策
決
定
の
下
に
從
つ
て
た
だ
忠
實
に
そ
の
施
行
に
當
る
行
政
執
行
的
な
も
の
と
解
す
る
行
き
方
は
、

外
交
政
策
の
可
否
か
ら
別
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
若
七
外
交
を
か
く
解
す
れ
ば
、
外
交
は
高
女
技
術
的
な
封
外
關
係
調
整
の

手
段
に
す
ぎ
す
、
渉
外
事
務
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
外
交
は
か
N
る
技
術
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
己
目
的
を
も
た

ぬ
手
段
的
存
在
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
が
、
然
し
外
交
が
自
ら
の
責
任
を
外
交
政
策
に
韓
嫁
し
て
も
、
問
題
は
解
決
さ
れ
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
外
交
は
國
家
の
生
命
に
か
』
は
り
、
國
民
の
幸
薦
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
亦
他
國
の
他
國
民
の
運
命

に
か
～
は
る
も
の
で
、
あ
つ
て
、
廣
く
世
界
人
類
の
運
命
に
か
～
は
る
重
要
性
を
も
つ
政
治
で
あ
る
。
外
交
は
人
類
に
悲
滲
と
不
幸
を
生
み

出
す
の
に
最
も
與
つ
て
力
あ
り
、
從
つ
て
又
そ
れ
故
に
こ
そ
、
幾
多
の
個
人
に
干
和
と
幸
幅
を
齎
ら
す
に
與
つ
て
力
あ
る
所
の
人
類
の
關

係
を
統
制
す
る
も
の
で
あ
る
（
6
）
。
外
交
は
軍
な
る
技
術
で
も
な
く
、
政
略
で
も
な
く
そ
れ
を
越
え
含
め
た
所
の
國
家
の
世
界
に
於
け
る

生
存
方
式
で
あ
る
Q

　
終
戦
後
早
や
已
に
満
三
年
を
経
過
し
て
ゐ
る
。
そ
の
間
、
か
つ
て
の
ウ
ィ
ー
ン
會
議
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
會
議
と
同
型
の
戦
後
庭
理
の
會

議
外
交
は
、
・
ン
ド
ン
に
、
パ
リ
ー
に
、
モ
ス
コ
ー
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
幾
度
か
回
を
度
ね
た
に
も
拘
ら
す
、
依
然
と
し
て
未
だ
封
日



猫
講
和
條
約
は
締
結
せ
ら
れ
す
、
國
際
干
和
樹
立
の
道
は
愈
ζ
瞼
し
ぐ
、
却
つ
て
戦
孚
へ
の
危
瞼
不
安
が
高
ま
つ
て
ゐ
る
實
状
で
あ
る
Q

戦
孚
を
向
避
し
得
な
か
つ
た
外
交
、
更
に
戦
雫
終
結
後
の
結
末
を
す
ら
つ
け
得
な
い
外
交
、
か
N
る
奮
い
外
交
が
批
判
さ
れ
、
新
し
い
外

交
が
要
請
さ
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
轄
換
期
に
當
っ
て
奮
き
外
交
の
性
格
を
反
省
し
新
し
い
外
交
に
つ
い

て
若
干
の
検
討
を
加
へ
る
の
が
小
稿
の
目
的
で
あ
る
Q

　
（
1
）
　
閃
。
中
冒
o
零
器
叩
目
げ
o
国
鶏
O
b
雷
冨
幹
鉾
Φ
o
q
ω
矯
暮
o
冒
O
げ
曽
℃
」
●
℃
”
巳
ω
．
菊
o
営
菩
凱
ω
①
R
魯
U
一
覧
o
目
器
『
や
旨

　
（
2
）
　
0
8
吋
σ
身
o
属
O
仁
5
騎
…
U
σ
♂
塁
霧
く
○
崔
》
5
q
Z
①
名
や
o
o
㎝
こ
』
に
於
て
は
円
7
①
．
．
審
β
山
窪
－
ヨ
ぎ
山
9
．
．
零
プ
8
一
9
島
互
o
吾
鷺
気
と

　
　
　
．
．
ぎ
O
騎
マ
舅
冒
ユ
a
こ
が
封
立
さ
せ
ら
れ
、
彊
硬
汲
は
温
利
汲
を
就
曾
主
義
的
、
軟
弱
と
考
へ
、
温
和
浜
は
張
硬
派
を
主
職
論
者
ジ
ン
ゴ
ー
、
ユ
ン

　
　
　
カ
ー
と
呼
ん
で
ゐ
る
o

　
（
3
）
　
外
交
は
個
別
國
家
を
主
纏
と
す
る
封
外
政
治
活
動
で
あ
り
、
國
家
的
利
釜
が
外
交
の
基
本
原
理
と
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
外
交
に
於
て
は
個
別
國
家

　
　
　
の
立
場
を
中
心
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
國
家
を
越
え
た
立
場
で
囲
際
醐
係
事
象
を
考
へ
る
と
き
、
　
そ
れ
は
已
に
外
交
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
個
別
國
家
の
立
場
を
こ
え
た
國
際
鮭
會
の
立
場
に
於
て
卒
翻
の
理
瓜
．
噂
を
追
求
す
る
こ
と
は
國
際
政
治
で
あ
る
o
外
交
は
國
際
政
治
と
は
圃
別
さ
る
べ

　
　
　
き
で
あ
つ
て
、
い
は
マ
外
交
の
演
ず
る
世
界
史
的
役
割
け
櫃
別
國
家
の
立
場
に
於
て
成
立
つ
に
反
し
て
、
國
際
政
治
に
於
て
け
國
際
祉
曾
に
驕
す
る

　
　
　
諸
國
家
が
世
界
史
的
役
割
を
共
通
に
演
ず
る
の
で
あ
る
。
恒
藤
恭
博
士
「
政
治
特
に
國
際
政
治
の
概
念
」
（
立
命
館
大
學
三
＋
五
周
年
記
念
論
丈
集

　
　
　
法
纏
篇
一
八
二
頁
－
一
八
九
頁
滲
照
、
田
中
直
吉
教
授
、
近
世
國
際
政
治
史
二
六
頁
参
照
）

　
（
4
）
　
林
毅
陸
博
士
門
欧
洲
最
近
外
交
史
」
　
第
二
＋
一
・
二
十
二
章
滲
照

　
（
5
）
　
外
交
と
外
交
政
策
と
の
颪
別
は
一
般
に
明
確
に
せ
ら
れ
ず
、
爾
者
が
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
常
で
あ
る
。
外
交
は
外
交
交
渉
、
即
ち
交
渉
に
よ
る

　
　
　
國
際
關
係
の
塵
理
蓮
螢
を
い
ふ
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
外
交
政
策
は
國
家
の
國
際
關
係
に
於
け
る
動
向
を
定
め
る
國
家
の
最
高
政
策
で

　
　
　
あ
妙
、
こ
の
政
策
決
定
の
線
に
浩
つ
て
外
國
と
の
交
渉
實
施
に
當
る
の
が
外
交
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
頃
．
Z
凶
8
ざ
〇
三
U
甘
ご
冨
曽
気
や
遷
）

　
　
　
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
第
三
胱
即
に
於
て
も
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
o

（
6
）
象
包
雷
≦
。
＝
亀
暴
呂
一
≦
鍔
江
の
u
乾
。
跨
蓉
覧
℃
』
・

韓
換
期
の
外
交

五

（
五
一
毛
）



韓
換
期
の
外
交

／、

（
彗
天
）

二
　
從
來
の
外
交

　
近
世
に
於
け
る
外
交
の
嚢
展
は
大
艦
三
段
階
に
匠
別
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
（
7
）
。

　
そ
の
第
一
期
は
、
近
世
初
頭
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
及
び
ナ
ボ
レ
オ
ン
戦
孚
に
終
つ
て
、
ウ
イ
ン
ナ
會
議
を
そ
の
終
尾

ど
す
る
テ
九
世
紀
初
期
に
至
る
ま
で
の
古
典
的
外
交
の
形
成
時
代
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
は
ル
イ
十
四
世
の
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
と
す
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
シ
ヤ
ン
レ
ヂ
ロ
ム

の
、
斯
謂
宮
廷
外
交
（
閃
o
＆
o
嘗
U
豊
o
ヨ
騨
昌
）
を
特
徴
と
す
る
奮
艦
制
外
交
の
典
型
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
外
交
ぱ
主
に
宮
廷

貴
族
の
手
に
よ
つ
て
行
は
れ
、
華
や
か
な
外
交
の
裏
に
は
櫨
謀
術
敬
、
陰
謀
講
詐
が
伴
ふ
の
を
常
と
し
、
外
交
の
基
調
ぱ
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ

ム
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
Q

　
第
二
期
は
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
第
一
次
大
戦
に
至
る
ま
で
の
國
民
國
家
形
成
の
時
代
で
あ
つ
て
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
會
議
を
エ
ピ
ロ
ー

グ
と
す
る
外
交
全
盛
時
代
で
あ
る
Q
こ
N
に
於
⊂
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
ド
イ
ッ
を
代
表
と
す
る
所
の
、
現
賢
政
策
（
国
o
巴
も
呂
鉱
閥
）
を

特
徴
と
す
る
近
代
外
交
の
典
型
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
外
交
は
宮
廷
貴
族
の
手
か
ら
、
政
府
官
僚
、
　
財
政
経
濟
勢
力
の
手
に
移
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壕

て
、
そ
の
基
調
ば
軍
備
國
力
、
金
融
財
政
力
に
存
し
た
の
で
あ
る
Q

　
第
三
期
は
、
第
一
亥
大
載
以
後
現
在
に
至
る
外
交
に
封
す
る
國
民
肚
會
勢
力
の
檜
大
し
た
時
期
で
あ
つ
て
、
民
主
外
交
（
∪
①
ヨ
0
9
暮
ざ

U
三
自
声
昌
）
時
代
と
訟
・
構
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
Q
こ
N
に
於
⊂
は
外
交
は
政
府
官
僚
維
濟
勢
力
等
の
手
に
よ
つ
て
行
は
れ
な
が
ら
、
國

民
維
濟
勢
力
（
よ
つ
で
、
彊
く
制
約
さ
れ
、
古
典
外
交
の
韓
換
が
要
請
さ
れ
て
ゐ
ろ
の
で
、
あ
つ
て
、
そ
の
基
調
は
民
主
勢
力
に
あ
る
の
で
あ

元
來
、
外
交
て
は
、
傳
統
的
に
或
種
の
不
信
の
念
、
秘
密
性
が
つ
き
ま
と
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
所
で
あ
る
Q
ギ
リ
シ
ヤ
の



古
か
ら
、
外
交
の
守
護
神
は
魅
惑
、
敏
捷
、
狡
猜
、
譜
詐
の
紳
た
る
ヘ
ル
メ
ス
と
挙
れ
て
ゐ
る
様
に
、
外
交
に
は
、
表
裏
相
反
の
二
重
性

と
ま
で
は
い
は
れ
な
く
と
も
、
愛
協
駈
引
の
面
が
存
す
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
Q
外
交
は
國
際
關
係
の
暗
黒
面
を
反
映

し
て
、
そ
こ
で
は
道
義
よ
り
も
利
釜
實
力
が
優
越
し
、
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
ぬ
底
の
マ
キ
ア
ベ
リ
の
政
治
哲
學
が
外
交
の
指
導

原
理
と
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
何
人
も
怪
し
ま
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
外
交
の
温
床
は
ル
ネ
ッ
サ
ツ
ス
以
後
の
近
代
國
家
の

勃
興
に
俘
ふ
所
の
絶
封
主
義
の
中
に
あ
つ
た
の
で
あ
為
（
8
）
。

　
か
く
て
、
近
代
國
家
の
外
交
は
所
謂
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
を
基
調
と
す
る
國
家
中
心
主
義
の
外
交
で
あ
り
、
パ
ワ
ー
・
ボ
リ
テ
イ
ッ
ク
ス

の
上
に
立
つ
た
力
の
外
交
で
あ
つ
た
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
外
交
と
マ
キ
フ
ベ
リ
ズ
、
ム
と
の
結
縁
關
係
は
本
來
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ

ら
れ
、
外
交
は
結
局
自
國
の
立
場
を
中
心
と
し
、
こ
れ
を
保
持
向
上
す
る
た
め
、
武
力
、
経
濟
力
等
あ
ら
ゆ
る
力
を
背
景
と
し
て
如
何
な

る
手
段
を
と
つ
て
も
國
家
的
利
釜
を
保
全
せ
ん
と
す
る
封
外
活
動
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
Q
そ
れ
は
外
交
が
、
「
他
の
手
段
を
以
て
す
る
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ナ
ラ
プ
ル

争
」
と
見
な
さ
れ
、
外
交
官
が
「
名
響
あ
る
ス
パ
イ
」
、
「
外
國
に
於
け
る
自
國
の
耳
目
」
と
見
な
さ
れ
、
サ
i
．
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
オ
ッ
ト

ン
の
所
謂
、
「
大
使
と
は
自
國
の
利
釜
の
た
め
に
嘘
を
つ
ぐ
所
の
外
國
に
逡
ら
れ
た
正
直
な
者
」
と
見
な
さ
れ
て
ぎ
た
こ
と
を
以
て
し
て

も
明
ら
か
で
あ
ら
う
（
9
）
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
む
バ
ン
ト

　
外
交
は
亦
戦
孚
と
も
縁
の
深
い
も
の
で
あ
り
、
昔
時
ぞ
れ
ぱ
戦
孚
の
侍
者
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
吟
、
國
家
は
外
交
を
武
力
を
以
て
途

行
し
、
戦
孚
は
外
交
の
延
長
で
あ
り
、
戦
雫
の
裏
を
一
皮
め
く
つ
て
み
れ
ば
外
交
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
（
－
o
）
Q
故
に
外
交
は
李
時
に
あ
つ

て
は
樺
謀
術
籔
の
代
名
詞
で
、
あ
つ
て
、
季
和
の
戦
孚
が
外
交
と
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
結
局
外
交
の
原
動
力
と
な
つ
て
ゐ
る
の
は
個
別

國
家
の
利
釜
で
あ
つ
て
、
之
を
所
謂
、
「
國
家
理
由
」
（
轟
一
ω
9
q
．
傘
暮
）
と
し
て
各
國
と
も
に
そ
れ
を
楯
に
行
動
し
〔
來
た
の
で
あ
る
。
そ

の
眼
中
に
あ
る
の
は
自
國
を
中
心
と
し
て
観
た
世
界
で
あ
り
、
世
界
は
た
壁
自
國
の
利
釜
を
獲
得
増
大
す
る
た
め
の
舞
豪
で
あ
り
、
他
國

　
　
　
韓
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
塁
九
）



　
　
　
韓
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
茜
O
）

は
自
國
の
利
釜
と
な
る
限
り
友
好
關
係
を
結
び
利
用
す
る
存
在
で
あ
る
Q
外
交
は
一
方
が
他
方
を
利
す
る
巧
妙
熟
練
と
ガ
と
の
テ
ス
ト
で

あ
り
、
そ
の
結
果
、
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
が
必
然
の
方
策
と
な
る
の
で
あ
る
Q
國
際
法
、
條
約
等
は
用
ひ
ら
れ
る
が
如
き
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
法
叉
は
正
義
に
基
ぐ
が
故
で
は
な
く
し
こ
、
國
家
の
必
要
叉
ぱ
利
釜
な
る
「
國
家
理
由
」
に
根
擦
し
て
の
こ
と
で

あ
つ
た
の
で
あ
る
（
11
）
Q
故
に
同
盟
も
條
約
も
自
國
の
利
釜
の
た
め
の
存
在
で
あ
り
、
自
國
に
不
利
釜
と
あ
れ
ば
同
盟
國
を
裏
切
り
條
約

は
一
片
の
紙
屑
の
如
く
破
ら
れ
、
國
家
の
た
め
と
あ
れ
ば
如
何
な
る
悪
も
ヂ
ャ
ス
テ
イ
フ
ァ
イ
さ
れ
る
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
の
肯
定
が
外
交

に
は
潜
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Q

　
そ
こ
で
、
外
交
の
目
的
は
畢
寛
自
國
の
勝
利
で
あ
り
、
外
交
交
渉
は
勝
利
の
た
め
に
向
け
ら
れ
た
た
え
ざ
る
活
動
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
味
方
を
載
略
上
有
利
な
ら
し
め
る
術
策
で
あ
り
、
奇
襲
作
戦
の
前
提
で
あ
り
、
軍
除
の
前
進
前
の
戦
略
地
鮎
の
奪
取
の
策
謀

で
あ
り
、
敵
の
背
後
に
於
て
欺
隔
誘
引
の
手
段
を
以
て
敵
の
後
方
掻
飢
を
圖
つ
て
敵
の
カ
を
弱
め
、
敵
國
と
そ
の
友
邦
と
を
離
問
す
ろ
謀

略
で
あ
る
Q
そ
の
た
め
に
は
、
或
ぱ
威
嚇
暴
歴
が
彊
行
さ
れ
、
或
は
姜
協
譲
歩
が
行
は
れ
條
約
が
結
ば
れ
て
も
、
そ
れ
は
問
題
の
解
決
を

め
ざ
す
も
の
で
は
な
ぐ
し
て
、
次
の
勝
利
に
備
へ
て
の
利
釜
の
打
算
取
引
か
ら
で
あ
る
（
12
）
。
職
術
家
は
勝
利
の
先
め
に
同
盟
を
考
へ
、

外
交
家
は
同
盟
の
た
め
に
は
勝
利
を
考
慮
す
る
の
で
あ
る
（
13
）
Q
か
X
る
外
交
は
當
然
戦
略
的
性
質
を
幣
び
、
・
外
交
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

は
軍
隊
官
僚
の
手
に
移
つ
て
、
外
交
官
憲
は
軍
部
の
手
先
と
化
す
の
で
あ
る
。
か
ぐ
て
外
交
の
マ
キ
ア
ベ
リ
的
性
格
か
ら
秘
密
外
交
、
謀

略
外
交
、
軍
國
主
義
強
硬
外
交
が
生
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
Q

　
そ
の
身
近
の
例
を
我
六
は
太
干
洋
戦
孚
前
後
の
日
本
外
交
の
中
に
見
る
Q
そ
れ
は
、
國
家
の
運
命
を
決
す
る
に
奮
き
マ
キ
ア
ベ
リ
型
の

外
交
を
以
て
し
た
外
交
史
上
重
要
な
一
頁
で
あ
つ
て
、
日
ソ
中
立
條
約
の
成
立
と
日
米
外
交
交
渉
が
そ
れ
で
あ
る
。
殊
に
我
が
野
村
大
使

の
奮
闘
は
如
何
に
も
賞
讃
せ
ら
る
べ
き
眞
摯
な
外
交
交
渉
で
あ
り
な
が
ら
、
所
詮
敵
を
欺
き
味
方
を
利
せ
ん
と
す
る
古
き
軍
國
主
義
外
交



に
操
つ
ら
れ
た
悲
劇
の
一
場
面
で
あ
る
Q
満
洲
事
攣
以
來
、
日
本
外
交
は
軍
國
主
義
化
の
一
路
を
辿
り
、
途
に
は
外
交
は
軍
部
の
封
外
政

策
執
行
の
具
と
化
し
、
外
交
の
針
路
は
如
何
に
し
て
も
こ
の
線
か
ら
外
れ
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
軍
國
主
義
國
家
の
常

の
如
く
、
國
民
は
外
に
眼
を
蔽
は
れ
、
國
際
情
勢
を
知
る
由
も
な
ぐ
、
名
は
道
義
外
交
と
調
は
れ
て
も
眞
に
道
義
に
立
脚
し
た
外
交
は
存

し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
Q
道
義
外
交
、
大
東
亜
共
榮
圏
の
同
甘
同
苦
の
外
交
と
い
ぱ
れ
る
も
の
も
、
味
方
を
一
國
で
も
多
く
引
込
み
、
一

國
で
も
失
は
ざ
ら
ん
と
す
る
懸
命
の
外
交
で
あ
り
な
が
ら
、
結
局
は
友
邦
は
表
面
の
協
和
に
拘
ら
す
冷
た
く
離
反
し
、
古
き
マ
キ
ア
ベ
リ

外
交
必
死
の
あ
が
ぎ
も
途
に
完
全
な
失
敗
に
終
つ
た
の
で
あ
る
。
我
女
は
日
本
外
交
最
後
の
姿
の
中
に
奮
き
外
交
の
末
路
を
見
る
の
で
あ

る
Q

　
こ
』
に
、
我
女
は
國
家
中
心
主
義
の
マ
キ
ア
ベ
リ
外
交
が
已
に
限
界
に
到
達
し
た
の
を
見
な
い
で
あ
ら
う
か
。
外
交
が
そ
の
基
本
原
理

と
し
て
ゐ
た
國
家
的
利
釜
の
立
場
に
立
つ
て
、
之
を
貫
徹
強
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
外
交
は
却
て
自
ら
の
破
綻
を
招
き
、
國
家
を
破
局

に
陥
し
入
れ
る
の
で
あ
る
Q
外
交
は
「
國
家
理
由
」
の
そ
れ
自
ら
の
存
立
の
た
め
に
は
、
根
抵
か
ら
韓
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
自
國
の
み
の
利
盆
と
襲
達
を
圖
り
、
之
を
貫
ぬ
か
う
と
す
れ
ば
、
必
す
他
國
の
抵
抗
に
會
ぴ
、
反
撃
を
受
け
、
そ
の
結
果
は
自
國
の

利
釜
は
保
全
出
來
な
い
ば
か
り
で
な
く
却
て
そ
れ
は
著
し
く
害
さ
れ
、
根
本
的
に
破
壌
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
N
る
奮
い
外
交
は
今
や
存

在
理
由
を
失
つ
て
ゐ
る
。
今
や
奮
い
外
交
の
徹
底
的
な
反
省
と
清
算
か
ら
新
し
い
外
交
は
出
焚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ρ
そ
こ
で
新
し
い

外
交
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
奮
い
外
交
と
の
封
比
に
於
て
検
討
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

（
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三
　
奮
き
外
交
と
新
し
き
外
交

　
現
在
我
國
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
契
機
と
し
て
日
本
外
交
は
全
面
的
停
止
の
状
態
に
誇
か
れ
、
海
外
に
一
の
大
公
使
内
領
事
、
公
館

な
く
、
直
接
封
外
交
渉
を
な
す
道
は
全
ぐ
閉
ざ
さ
れ
て
居
り
、
軍
事
占
領
下
の
我
國
は
蓮
合
國
の
管
理
下
に
お
か
れ
、
自
主
的
外
交
の
存

す
る
飴
地
は
全
く
存
在
せ
す
、
近
代
外
交
史
上
稀
有
の
外
交
室
白
時
代
を
現
出
し
て
居
る
。
か
く
て
、
現
在
我
國
を
主
艦
と
す
る
外
交
は

名
實
共
に
存
し
な
い
か
の
如
き
様
相
を
呈
し
、
た
貸
「
聯
合
軍
総
司
令
部
と
の
間
断
な
き
接
衝
と
、
内
外
輿
論
の
報
道
機
關
を
通
し
て
世

界
に
向
つ
て
日
本
の
立
場
の
機
宜
に
適
し
た
読
明
」
が
外
交
當
局
に
よ
つ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
之
を
以
て
新
し
い
外
交
と
い

は
れ
る
様
で
あ
る
が
、
（
昭
和
廿
二
年
六
月
四
日
附
時
事
新
報
所
載
に
よ
る
）
そ
れ
が
眞
に
新
し
い
外
交
で
あ
ろ
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
現
在
か
N
る
封
外
關
係
調
整
の
方
式
し
か
な
い
の
は
事
實
で
あ
る
Q
然
レ
こ
の
檬
な
側
面
が
外
交
の
す
べ
て
壁
は
な
く
し
⊂
、
こ
の

形
式
的
側
面
よ
り
も
こ
の
方
式
を
規
定
す
る
所
の
、
そ
の
背
後
に
あ
る
外
交
の
實
艦
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
Q
即
ち
外
交
が
世
界
秩
序
の
構

成
に
参
劃
す
る
意
味
に
於
て
、
軍
な
る
封
外
交
渉
の
技
術
で
は
な
く
、
世
界
の
構
造
上
の
矛
盾
調
整
を
計
る
こ
と
こ
そ
そ
の
本
務
と
い
ふ

べ
ぎ
で
あ
る
Q
そ
れ
な
れ
ぱ
こ
そ
理
念
と
現
實
と
の
矛
盾
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
り
、
若
し
さ
う
で
な
け
れ
ば
外
交
は
渉
外
事
務
に
堕

し
、
新
薔
外
交
の
旺
別
も
重
大
な
意
味
を
も
た
な
い
で
あ
ら
う
Q

　
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
近
い
將
來
に
於
て
講
和
會
議
の
結
果
李
和
條
約
が
締
結
さ
れ
た
曉
に
は
、
更
に
又
國
際
聯
合
に
加
入
を
許
さ
れ
國



際
肚
會
の
仲
間
入
り
が
實
現
さ
れ
た
曉
に
は
、
再
び
日
本
外
交
が
活
動
を
開
始
す
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
の
外
交
は
、
必

す
し
も
形
式
的
に
は
從
來
の
外
交
と
攣
り
は
な
い
で
あ
ら
う
Q
外
交
使
節
の
交
換
、
領
事
館
の
設
置
等
に
よ
る
貿
易
維
濟
交
通
文
化
に
關

す
ゐ
樹
外
關
係
の
調
整
交
渉
は
、
善
い
外
交
の
復
活
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
か
x
る
意
味
の
外
交
な
ら
ば
、
新
し
い
外
交
と
古
い
外
交

と
を
冨
別
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
さ
き
の
所
謂
新
し
い
外
交
は
｝
時
的
攣
則
的
な
も
の
と
い
は
る
べ
き
で
あ
り
、
眞
の
新
し
い

外
交
で
は
な
い
の
で
あ
る
Q
そ
し
て
新
し
い
外
交
と
い
ぴ
、
奮
い
外
交
と
い
は
れ
る
場
合
に
は
、
軍
に
日
本
外
交
だ
け
の
間
題
で
は
な

く
、
世
界
各
國
に
共
通
の
外
交
と
し
て
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
Q

　
新
醤
外
交
を
塵
分
す
る
轄
換
期
の
外
交
に
於
て
は
、
そ
れ
を
分
つ
基
準
が
た
壁
外
交
交
渉
の
形
式
に
於
て
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
外

交
が
依
て
以
て
存
立
す
る
基
盤
、
即
ち
國
家
と
世
界
と
の
バ
ッ
ク
に
あ
る
の
で
あ
り
、
奮
い
外
交
を
以
て
は
解
決
し
得
な
い
世
界
構
造
の

攣
革
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
世
界
構
造
の
憂
革
に
封
鷹
し
て
、
新
し
い
外
交
と
奮
い
外
交
と
の
間
に
は
、
そ
の
理
論
と

實
際
に
於
て
本
質
的
な
攣
容
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
傳
統
的
な
外
交
の
或
部
分
は
新
し
い
外
交
の
中
に
残
る
で
は
あ
ら
う
が
、
そ
の

攣
化
は
軍
に
奮
い
外
交
の
蓮
績
的
延
長
で
あ
る
と
は
い
は
れ
な
い
の
で
あ
り
、
新
し
い
外
交
の
前
に
は
奮
い
外
交
は
そ
の
存
在
理
由
を
失

ひ
、
む
し
ろ
封
立
的
で
あ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
こ
の
封
立
は
新
奮
の
時
間
的
相
封
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、
警
き
を
否
定
し
て
絶
封
的
な

攣
化
に
よ
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
新
し
い
外
交
と
は
、
軍
に
日
本
外
交
の
攣
化
を
い
ふ
に
と
繋
ま
ら
す
、
戦
勝
國
た
る
と
職
敗
國
た
る

と
を
問
は
す
、
從
來
の
外
交
に
封
し
て
根
本
的
反
省
が
加
へ
ら
れ
て
、
そ
の
基
本
原
理
に
於
て
轄
換
し
て
居
る
外
交
麦
、
い
ふ
の
で
あ
る
。

戦
孚
は
漸
進
的
攣
化
を
急
進
的
攣
革
に
促
進
し
、
世
界
各
國
を
し
て
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
を
問
は
す
、
奮
い
外
交
の
殻
を
す
て
x
新
し
い

外
交
に
入
ら
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
Q

　
新
奮
外
交
が
封
比
せ
ら
れ
、
間
題
に
せ
ら
れ
た
の
は
已
に
第
一
次
大
戦
直
後
で
あ
つ
て
、
か
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
、
戦
雫
の
結
末
を
っ
け
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る
べ
き
講
和
會
議
に
於
け
る
指
導
理
念
と
し
て
か
の
十
四
ヶ
條
の
第
一
に
、
「
公
開
外
交
」
（
O
冨
昌
U
旦
o
ヨ
舘
鴇
）
の
モ
ッ
ト
ー
を
か
X

げ
、
そ
れ
が
新
し
い
外
交
の
時
代
の
到
來
を
豫
言
す
る
幅
音
と
し
て
普
ね
く
唱
道
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
1
4
）
。
こ
れ
が
、
奮
き
外
交
邸
ち

「
秘
密
外
交
」
（
ω
①
R
g
U
旦
o
日
器
曳
）
と
、
新
し
い
外
交
鄙
ち
「
公
開
外
交
」
と
が
論
ぜ
ら
れ
る
に
至
つ
た
最
初
で
あ
る
Q

　
奮
い
外
交
を
以
て
宮
廷
外
交
、
更
に
官
僚
軍
事
外
交
を
中
心
と
す
る
秘
密
外
交
と
し
、
新
し
い
外
交
を
以
て
民
主
外
交
、
邸
ち
議
會
の

上
に
立
つ
内
閣
が
外
交
を
司
さ
ど
り
、
從
つ
て
國
民
の
民
主
的
統
制
が
加
へ
ら
れ
て
秘
密
性
の
排
斥
さ
れ
る
公
開
外
交
と
す
る
の
が
、
一

般
の
新
奮
外
交
の
匿
別
で
あ
る
Q
そ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
後
特
に
秘
密
外
交
に
封
す
る
批
難
が
強
く
な
り
、
外
交
は
外
交
官
に
任
せ
て
お

い
て
よ
い
仕
事
で
は
な
く
、
實
に
外
交
問
題
は
國
内
問
題
と
表
裏
密
着
し
て
居
り
、
而
も
そ
れ
は
「
國
民
肚
會
の
各
員
の
生
命
、
利
釜
、

財
布
に
か
＞
は
る
が
故
に
最
も
ド
メ
ス
テ
イ
ッ
ク
な
問
題
で
あ
る
」
（
鵠
霞
ρ
三
の
O
旨
N
9
亀
国
①
＆
霧
ε
昌
）
か
ら
、
か
X
る
外
交
に
封

し
て
は
國
民
自
ら
が
嘗
畳
し
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
秘
密
外
交
の
慶
止
、
外
交
の
民
主
的
統
制
の
問
題
は
、
已
に
第
一
次
大
戦
當
時
か
ら
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
若
し
同
盟
の
テ
キ

ス
ト
、
特
に
軍
事
協
定
の
内
容
が
公
表
さ
れ
た
な
ら
ば
、
敵
國
は
戦
孚
開
始
の
場
合
そ
の
敵
封
力
を
正
確
に
知
り
、
從
つ
て
愼
重
に
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
る
で
あ
ら
う
し
、
又
秘
密
條
約
が
秘
密
裡
に
議
會
の
審
議
に
任
さ
れ
～
ば
、
そ
の
條
文
は
必
然
的
に
世
界
の
明
る
み
に
洩
れ
る
で
あ
ら

う
Q
そ
こ
で
、
若
し
秘
密
外
交
は
國
家
存
立
に
必
要
で
あ
る
と
議
會
が
信
す
る
以
上
は
、
外
交
重
大
間
題
は
事
實
上
内
閣
の
拘
束
さ
れ
な

い
任
意
決
定
椹
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
下
に
あ
つ
て
は
、
議
會
と
難
も
外
交
政
策
の
決
定
に
十
分
な
稜
言
穰
は

な
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
職
雫
勃
襲
の
様
な
場
合
に
政
府
外
交
當
事
者
に
よ
ρ
て
公
表
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
國
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

の
意
思
に
は
反
封
の
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
Q
一
九
ご
二
年
及
び
一
九
一
四
年
英
國
政
府
は
議
會
に
封
し
て
英
國
は
フ
ラ
ン
ス
と
何
の
同

盟
義
務
關
係
に
な
い
と
告
げ
て
居
り
な
が
ら
、
大
戦
勃
嚢
す
る
や
政
府
は
、
英
國
は
三
園
協
商

（
国
艮
窪
譜
O
o
こ
芭
①
）
の
た
め
に
フ
ラ



ン
ス
を
援
助
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
議
會
に
告
げ
た
の
で
あ
る
。
外
交
官
が
隠
れ
て
ひ
そ
か
に
企
む
秘
密
の
ゲ
ー
ム
を
績
け
る
限
り
、
そ
れ

は
一
般
輿
論
が
認
許
し
得
な
い
様
な
事
態
を
招
來
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
秘
密
外
交
は
國
際
間
の
不
信
不
和
を
激
化
す
る
の
み
な

ら
す
、
外
交
政
策
の
民
主
的
統
制
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
（
焉
）
。
要
す
る
に
戦
孚
責
任
問
題
と
し
て
、
國
民
の
生
命
と
利
害
に

か
N
は
る
外
交
を
外
交
當
局
者
の
み
に
任
せ
る
ご
と
に
封
し
強
い
反
封
の
起
つ
た
の
は
當
然
で
あ
る
Q
そ
し
て
戦
雫
原
因
の
一
と
し
て
の

秘
密
條
約
に
封
す
る
反
封
運
動
と
し
て
、
國
際
政
治
の
一
般
民
主
化
の
運
動
が
英
語
國
民
の
中
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
1
6
）
Q

　
然
し
乍
ら
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
外
交
に
と
つ
て
は
秘
密
は
重
大
要
素
で
あ
り
、
公
開
外
交
と
い
つ
て
も
外
交
交
渉
の
す
べ
て
を
公
開
す

る
こ
と
は
不
利
不
都
合
な
る
の
み
な
ら
す
、
事
實
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
Q
外
交
交
渉
を
成
功
せ
し
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
経
過
は

或
程
度
ま
で
饗
表
せ
す
秘
密
を
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
言
を
倹
た
な
い
で
あ
ら
う
Q
オ
ー
ス
チ
ン
・
チ
ェ
ム
バ
レ
ン
の
い
ふ
如
く
、
完

全
な
公
開
外
交
を
行
へ
ば
、
必
要
的
に
自
國
の
政
策
、
目
的
、
實
状
を
公
に
せ
ざ
る
を
得
す
、
一
旦
こ
れ
が
全
世
界
に
宣
明
さ
れ
て
了
ふ

　
　
　
の

と
、
外
交
當
事
者
は
そ
れ
か
ら
離
れ
得
す
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
て
安
協
合
意
が
不
可
能
に
な
る
傾
き
の
あ
る
こ
と
明
か
で
あ
る
（
1
7
）
。
こ
れ
は

現
に
最
も
民
主
公
開
外
交
傾
向
の
彊
い
米
國
が
屡
ζ
外
交
上
の
失
敗
と
頓
挫
の
多
い
こ
と
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
抑
く
外
交

交
渉
は
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
で
あ
ぴ
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
忽
耐
、
安
協
、
譲
歩
、
或
は
彊
墜
敏
速
等
が
必
要
で
あ
つ

て
、
こ
れ
が
公
開
さ
れ
る
と
ぎ
は
國
民
感
情
を
害
し
、
プ
ラ
イ
ド
を
傷
け
で
反
感
憎
悪
を
惹
起
し
、
或
ぱ
キ
ヴ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の

駈
引
の
籐
地
を
な
ぐ
し
て
、
圓
満
な
交
渉
安
結
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
ぱ
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
Q
而
も
一
般
大
衆
は
、
國
際
關
係

に
封
し
て
は
自
國
の
み
の
利
害
を
考
へ
る
國
民
的
立
場
に
立
つ
て
、
近
覗
眼
的
感
情
的
輿
論
を
形
成
し
て
大
局
を
誤
る
こ
と
が
多
い
の
で

あ
る
Q
そ
こ
で
簡
箪
に
、
公
開
外
交
が
直
ち
に
秘
密
外
交
に
代
へ
ら
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
は
い
へ
な
く
な
ρ
て
塞
る
の
で
あ
る
Q

　
こ
～
に
於
て
、
秘
密
外
交
と
公
開
外
交
、
宮
廷
官
僚
外
交
と
國
民
民
主
外
交
と
を
た
寮
李
板
に
封
置
し
た
璽
け
で
は
、
薪
奮
外
交
の
匿
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別
に
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う
。
秘
密
外
交
の
反
封
、
公
開
外
交
の
眞
の
意
味
は
何
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
先
づ
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
い
ふ
所
の
意
味
を
愼
重
に
槍
討
す
れ
ば
分
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
の
＋
四
ヶ
條
の
第
一
に
あ
る
、
「
公
開
的
に
到
達
さ
れ
だ
公
開
規
約
」

（
．
．
8
窪
8
お
轟
員
班
9
も
＄
8
0
b
窪
首
暫
員
貯
a
暮
、
、
）
の
意
味
は
、
外
交
交
渉
の
結
果
が
條
約
の
形
式
と
な
つ
た
場
合
そ
の
襲
数

す
る
前
に
國
民
一
般
の
輿
論
に
よ
つ
て
、
部
ち
議
會
に
於
て
公
開
的
に
論
議
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
あ
る
Q
然
る
に
こ

れ
が
外
交
交
渉
の
経
過
は
す
べ
て
公
共
の
眼
前
に
公
開
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
つ
て
、
そ
の
弊
害
た
る
は
言

は
す
し
て
明
か
で
あ
る
Q
外
交
交
渉
に
於
て
は
國
民
一
般
が
、
必
す
し
も
專
門
外
交
當
局
者
よ
り
も
優
れ
た
洞
察
力
を
も
つ
て
ゐ
る
と
は

い
へ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
黙
國
民
の
政
治
感
畳
は
封
内
問
題
ほ
ど
に
封
外
國
際
問
題
に
つ
い
て
は
明
敏
正
鵠
で
は
な
い
の
で
あ
り
、

國
民
的
感
情
が
強
烈
に
働
き
勝
ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
殊
に
－
我
女
が
過
去
に
於
て
幾
度
か
犯
し
た
重
大
な
封
外
的
誤
認
に
基
ぐ
失
敗
の
苦

い
経
験
が
明
か
に
示
し
て
ゐ
る
Q

　
以
上
に
よ
つ
て
明
か
な
如
く
、
外
交
交
渉
ま
で
も
公
開
的
に
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
公
開
外
交
の
眞
義
で
は
な
い
の
で
あ
る
Q

公
開
外
交
と
は
、
外
交
政
策
の
決
定
に
於
て
民
主
公
開
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
專
断
に
行
は
る
べ
ぎ
で
は
な
い
こ
と
を
い
ふ
の

で
あ
る
（
1
8
）
。
秘
密
外
交
が
奮
い
外
交
と
し
て
特
に
排
斥
さ
れ
る
の
は
、
外
交
政
策
の
決
定
が
一
部
の
當
局
者
の
み
に
任
せ
ら
れ
、
國
民

一
般
に
は
秘
密
に
付
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
非
民
主
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ひ
か
へ
れ
ば
、
公
開
外
交
が
高
唱
さ
れ
る
の
は
、
已
に
成

立
し
た
條
約
を
公
表
し
政
策
決
定
を
秘
密
專
噺
に
し
な
い
こ
と
が
、
民
主
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
外
交
政
策
の
決
定
は
少
激
の
官
僚
支

配
階
級
の
猫
占
に
委
ね
ら
る
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
議
會
其
他
の
代
表
機
關
を
通
し
て
輿
論
の
統
制
下
に
あ
ろ
様
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
1
9
）
Q
從
來
の
如
く
、
國
民
が
海
外
國
際
情
勢
に
封
し
て
眼
を
蔽
は
れ
る
こ
と
な
く
、
公
正
な
報
道
に
よ
つ
て
外
交
問
題
に
劃
す
る

關
心
教
養
の
向
上
が
圖
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
敗
戦
後
の
我
國
民
は
特
に
痛
感
し
て
居
る
所
で
あ
ら
う
。
軍
閥
官



僚
資
本
家
階
級
が
封
外
戦
雫
に
導
か
ん
と
す
る
こ
と
に
封
し
て
、
之
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
國
貫
は
自
ら
の
明
智
を
以
⊂
批
判
し
反
抗
し

覆
へ
す
だ
け
の
力
を
も
ち
、
國
家
の
運
命
を
決
定
し
て
行
く
こ
と
こ
そ
民
主
外
交
と
い
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
輩
に
外
交
交
渉
に
於
け
る
秘

密
性
の
打
破
公
開
と
い
ふ
こ
と
は
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
技
術
的
な
秘
密
性
は
淺
さ
れ
て
然
る
べ
ぎ
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
依
然
と
し

て
現
在
も
外
交
交
渉
に
と
つ
て
不
可
歓
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
玉
に
於
て
、
秘
密
外
交
と
公
開
外
交
と
の
劃
詫
樋
別
は
皮
相
表
面
的
で
あ
り
、
秘
密
外
交
の
眞
の
ア
ン
チ
テ
！
ゼ
は
民
主
外
交
で
あ

る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
實
際
に
於
で
、
公
開
外
交
も
秘
密
外
交
も
共
に
秘
密
性
に
於
て
交
錯
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
爾
者
の
眞
の

匠
別
は
外
交
政
策
の
決
定
に
於
て
問
題
で
あ
り
、
外
交
交
渉
の
方
式
に
於
て
ば
特
に
匠
別
は
設
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
外

交
交
渉
に
於
け
る
秘
密
性
打
破
の
形
に
混
飢
し
て
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
に
は
外
交
の
定
義
の
中
に
外
交
政
策
（
．
、
ま
お
一
讐

b
o
一
一
昌
、
、
）
と
外
交
交
渉
（
β
霞
8
㌶
蔵
魯
）
と
の
二
つ
σ
意
味
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
の
二
義
は
屡
ζ
混
同
さ
れ
て
使
ぱ

れ
る
の
で
不
當
な
議
論
も
出
て
來
る
の
で
あ
る
（
20
）
。
新
蕉
外
交
の
匝
別
も
、
こ
の
爾
者
の
不
當
な
混
同
を
さ
け
る
と
き
は
つ
き
り
し
て

來
る
で
あ
ら
う
（
別
）
。
新
蛋
外
交
の
囁
別
は
、
外
交
の
形
式
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
内
容
が
問
題
で
あ
る
の
で
あ
り
、
表
面
的
な
秘
密
と

公
開
と
の
封
立
に
あ
る
の
で
な
ぐ
、
秘
密
外
交
と
民
主
外
交
と
の
封
立
に
あ
る
と
す
べ
き
な
の
で
あ
る
9

　
所
で
、
そ
の
問
題
な
る
民
主
外
交
に
つ
い
て
は
次
節
で
改
め
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
、
こ
～
に
附
記
す
べ
き
は
外
交
交
渉
の
方
式
に

於
け
る
攣
化
の
こ
と
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
外
交
當
事
者
の
資
格
と
性
格
の
攣
化
が
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
外
國
駐
在

の
外
交
使
節
は
、
本
國
主
穰
者
の
代
表
と
し
て
極
め
て
大
き
な
椹
限
を
も
ち
自
主
性
も
強
大
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
公
使
の
手
腕
力
量
の
働

く
蝕
地
も
大
き
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
最
近
に
於
け
る
交
通
通
信
及
維
濟
文
化
襲
達
に
よ
る
世
界
の
狡
密
化
に
伴
ぴ
、
外
國
の
事
情

は
本
國
に
速
か
に
傳
へ
ら
れ
、
叉
外
交
使
節
は
時
．
を
移
さ
す
た
え
す
本
國
本
省
か
ら
訓
電
指
令
を
受
け
る
結
果
と
し
て
、
大
公
使
は
そ
の
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自
主
性
も
弱
ま
つ
て
、
本
國
駐
在
國
と
の
間
の
仲
介
取
次
機
關
的
な
存
在
に
な
る
傾
き
が
あ
る
。

　
更
に
注
目
す
ぺ
き
は
、
世
界
文
化
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
穫
達
に
俘
つ
て
、
外
交
使
節
は
世
界
的
輿
論
、
肚
會
経
濟
勢
力
の
制
約
を
受
け

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
從
つ
て
利
己
的
國
家
主
義
的
立
場
に
立
つ
て
他
國
を
欺
く
椹
謀
術
数
を
弄
す
る
飴
地
が
少
な
く
な
り
、
か
の
メ
ッ

テ
ル
ニ
ヒ
や
タ
レ
ー
ラ
ン
の
な
し
た
如
き
典
型
的
謀
略
外
交
は
時
代
後
れ
と
な
り
つ
～
あ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
外
國
で
嘘
を
つ
く
オ

ネ
ス
ト
．
ブ
・
】
カ
ー
で
あ
つ
た
快
使
も
、
眞
實
を
語
る
人
格
者
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
風
潮
と
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。

又
外
萎
渉
の
登
場
人
摯
以
前
の
如
愈
剰
備
薦
壽
讐
れ
を
羨
ぐ
・
籍
易
論
芙
統
領
・
首
相
奮
鼻
躍
赴

い
て
國
際
外
交
場
裡
に
活
躍
す
る
檬
に
な
り
、
一
般
政
治
家
、
・
軍
人
、
民
間
入
維
濟
實
業
家
、
肚
會
螢
働
階
級
指
導
者
等
が
綾
女
外
交
の

舞
壷
に
登
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
外
交
官
と
い
へ
ば
、
貴
族
名
門
ブ
ル
ジ
。
ア
の
子
弟
の
多
か
つ
た
特
樺
階
級
的
色
彩
は
、
著
し
く

減
ぜ
ら
れ
、
む
し
ろ
國
民
入
民
代
表
葡
色
彩
が
強
く
な
り
、
蕾
き
外
交
官
的
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
は
打
破
さ
れ
つ
～
あ
る
。
そ
し
て
純
粋
の
外

務
官
僚
以
外
の
軍
人
、
経
濟
實
業
家
、
財
務
官
、
商
務
官
、
文
化
人
、
新
聞
報
道
機
關
プ
レ
ス
マ
ン
等
が
外
交
交
渉
に
大
き
な
役
割
を
果

す
様
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
“
。
甜
罵
新
し
い
外
交
ぱ
そ
の
人
的
要
素
に
於
て
著
し
い
攣
化
を
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q

（
且
）
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萄
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外
交
政
策
と
外
交
交
渉
と
の
二
義
の
雇
別
は
注
意
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
。
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
僻
典
は
、
「
外
交
け
交
渉
に
よ
る
國
際
關
係
の
虜



　
　
理
蓮
菅
で
あ
る
」
と
い
ふ
狭
義
の
字
義
を
示
し
て
ゐ
る
。
外
交
の
概
念
中
の
二
者
の
存
在
は
、
恰
か
も
國
内
政
治
に
於
て
立
法
部
と
行
政
部
と
寮
機

　
　
能
上
分
立
す
る
と
同
じ
く
、
外
交
政
策
け
民
主
主
義
國
家
に
於
て
議
會
の
上
に
立
つ
内
閣
の
行
ふ
所
で
あ
り
、
こ
の
已
に
決
定
さ
れ
た
政
策
に
從
っ

　
　
て
封
外
接
衝
の
實
施
く
常
る
の
が
外
交
交
渉
と
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
・
然
し
外
交
の
定
義
を
か
く
二
義
に
分
け
る
意
味
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど

　
　
む
、
外
交
を
外
交
交
渉
に
限
定
し
た
か
ら
と
て
問
題
は
解
決
し
易
く
な
薗
わ
け
．
で
は
な
い
。
外
交
は
技
術
的
な
も
の
と
し
て
も
、
外
交
政
策
そ
れ
自

　
　
身
り
陶
題
は
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
軍
に
政
策
間
題
だ
け
弔
、
は
な
く
、
國
家
哲
墨
、
マ
イ
ネ
ツ
ケ
の
所
謂
園
家
理
由
の
問

　
　
題
に
及
ぶ
の
マ
あ
る
◎

（
盟
）
　
そ
の
顯
著
で
あ
る
の
は
米
國
で
あ
つ
て
、
專
門
外
交
官
以
外
が
外
務
省
の
ス
タ
ツ
フ
を
満
た
し
て
ゐ
る
の
で
あ
η
、
大
統
領
選
暴
や
國
内
行
政
に

　
　
功
績
あ
り
し
者
が
大
公
使
に
あ
げ
ら
れ
、
又
～
ー
シ
ヤ
ル
國
務
長
官
の
如
く
軍
人
か
ら
韓
ず
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
つ
て
頗
る
ヴ
ア
ラ
壬
ア
イ
に
富

　
　
ん
で
ゐ
る
。
　
マ
ツ
ク
ア
1
サ
ー
元
帥
の
日
木
占
領
政
策
匹
果
し
た
役
割
ば
、
極
東
委
員
會
、
封
降
麗
事
會
に
封
す
る
影
響
に
於
ゲ
、
從
來
外
交
に
大
き

　
　
な
墾
化
を
輿
へ
て
居
夢
、
叉
ド
レ
ー
バ
ー
陸
軍
次
官
の
封
日
援
助
計
篭
な
ど
は
國
務
省
の
正
統
的
外
交
方
式
の
わ
く
外
に
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
又

　
　
殊
に
注
目
ナ
ベ
き
な
の
け
、
商
務
長
官
嚇
任
後
の
ウ
オ
ー
レ
ス
の
封
外
活
動
艦
、
み
つ
て
、
今
春
駐
ソ
、
ス
ミ
ス
米
大
使
の
曾
談
失
敗
後
に
ス
タ
ー
リ

　
　
ン
と
の
悶
に
交
し
た
接
衝
の
意
義
、
又
ス
タ
ツ
セ
ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
會
談
等
け
灯
し
き
昆
主
外
交
使
節
の
典
型
で
あ
る
。

　
　
　
米
國
の
外
交
使
節
に
特
に
最
近
實
桑
家
が
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
　
マ
ー
シ
ヤ
ル
プ
ラ
ン
途
行
に
當
つ
て
は
、
欧
洲
移
動
大
使
と
し
て
ユ
ニ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　
　
ン
バ
シ
フ
イ
ッ
ク
鐡
道
會
池
瀧
長
ハ
リ
マ
ン
、
経
濟
協
力
局
長
官
は
ス
チ
ユ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
自
動
車
會
祉
長
ホ
フ
マ
ン
で
あ
る
。
又
駐
華
大
使
ス
チ

　
　
ユ
ア
ー
ト
け
燕
京
大
學
長
た
珍
し
學
者
で
あ
る
。
・
ソ
聯
外
務
省
の
ス
タ
ツ
フ
も
亦
必
ず
し
も
職
業
外
交
官
に
よ
つ
て
け
占
め
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
の
で

　
　
あ
る
◎

四
　
民
　
主
　
外

交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
從
來
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
國
内
的
政
治
原
理
と
考
へ
ら
れ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
國
境
に
於
て
終
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Q
そ

れ
故
一
般
に
民
主
外
交
と
い
は
れ
る
も
の
も
、
國
内
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
關
係
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
Q
即

ち
、
民
主
外
交
（
U
Φ
9
8
声
欝
U
旦
o
ヨ
舘
『
）
と
は
、
外
交
の
民
主
的
統
制
、
い
ぴ
か
へ
れ
ば
國
民
意
志
の
代
表
機
關
た
る
議
會
の
外

韓
換
期
の
外
交

一
七

（
茜
九
）



　
　
　
韓
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
葦
○
）

交
政
策
に
封
す
る
制
約
關
與
が
要
求
さ
れ
る
所
の
公
開
外
交
が
意
味
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q
從
っ
て
、
民
主
外
交
は
軍
人
官
僚
の
外
交

支
配
に
封
す
る
國
民
一
般
の
抗
議
的
意
味
が
彊
い
の
で
あ
つ
て
、
い
ぱ
堅
國
内
民
主
化
の
一
表
現
と
し
て
の
國
内
政
治
的
意
義
に
重
黙
が

お
か
れ
て
居
り
、
國
際
的
な
世
界
民
主
化
の
一
環
と
し
て
の
民
主
外
交
の
意
義
は
、
閑
却
さ
れ
て
居
た
傾
向
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
に
、
民
主
外
交
は
國
民
的
利
釜
の
立
場
か
ら
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
國
民
議
會
の
外
交
へ
の
關
與
と
い
ふ
も
の
も
所
詮
國

家
國
民
の
利
釜
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
若
し
民
主
外
交
の
た
め
に
國
民
的
利
釜
が
害
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
奮
き
官
僚
外
交
を
採
る

を
可
と
す
る
傾
向
性
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
國
内
的
民
主
化
に
伴
つ
て
民
主
外
交
が
盛
ん
に
な
る
だ
け
、
皮
肉
な
こ
と
に

封
外
的
に
は
そ
の
國
の
外
交
の
成
功
は
妨
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
大
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
ふ
ま
費
も
な
く
、
外
交
の
成
功
に
は

機
密
性
、
一
貫
性
、
敏
速
性
等
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
議
會
の
民
主
的
統
制
が
彊
く
な
る
な
ら
ば
必
要
的
に
公
開
性
は
大
と
な
り
機
密
も
保

ち
難
く
、
且
外
交
措
置
も
時
機
を
失
し
行
動
し
難
く
な
る
の
は
や
む
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
（
2
3
）
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
米
國
外
交
は
、

民
主
外
交
の
最
も
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
だ
け
そ
の
實
行
に
當
っ
て
種
女
の
障
磯
が
起
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
幾
多
の
事
例
の
示
す
所
で
あ
る
（
2
4
）
Q

こ
の
意
味
で
は
、
民
主
外
交
は
國
家
主
義
的
立
場
か
ら
は
否
定
さ
れ
る
要
素
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
Q

　
然
し
こ
の
様
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
．
を
狭
く
國
内
的
意
味
に
限
る
の
は
果
し
て
正
し
い
で
あ
ら
う
か
Q
現
在
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
は
そ
の
範
園
を

國
際
的
に
接
大
し
つ
～
あ
る
の
で
あ
り
、
國
家
、
國
民
の
内
部
の
み
の
民
主
化
と
い
ふ
も
の
も
、
必
す
世
界
的
規
模
に
於
て
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
至
つ
て
ゐ
る
Q
現
に
我
女
の
當
面
す
る
日
本
の
民
主
化
は
、
敗
戦
と
い
ふ
き
び
し
い
現
實
が
契
機
に
な
つ
て
ゐ

ろ
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
所
で
あ
る
が
、
然
し
米
國
の
彊
い
援
奨
と
ソ
聯
中
共
の
世
界
的
な
先
導
な
く
し
て
は
促
進
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
所
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
世
界
の
弊
働
階
級
と
の
關
聯
な
く
し
て
は
日
本
民
主
化
を
前
進
し
得
な
い
の
で
あ
る
Q
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
は
今
や
國
際
的
な
各
國
相
互
依
存
關
係
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
へ
ら
れ
な
く
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q
國
際
民
主
主
義
と
は
軍



な
ろ
理
念
的
要
講
で
は
な
く
し
て
、
國
家
的
民
族
的
生
存
に
か
～
は
ろ
實
に
最
鵡
現
實
的
な
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
國
家
の
存

在
そ
の
も
の
が
已
に
從
來
の
閉
鎖
的
凋
立
主
樽
國
家
と
し
て
は
な
D
立
ち
得
な
く
な
り
、
國
家
的
民
族
的
障
壁
を
越
え
た
所
の
共
存
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
エ
デ
ラ

を
も
た
な
く
て
は
成
長
し
得
な
く
な
つ
て
ゐ
る
Q
し
大
英
聯
邦
と
い
ひ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
聯
邦
と
い
ぴ
そ
の
内
部
的
な
民
主
化
は
、
亦
聯
邦

リ
ズ
ム
主
義
と
し
て
新
し
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
範
型
存
、
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
。
・
〃
、
れ
は
ア
ト
ム
的
世
界
構
造
か
ら
コ
ス
モ
ス
的
世
界
構
造
へ
の

攣
容
に
封
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
フ
ァ
ツ
シ
ズ
ム
に
封
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
戦
ぴ
で
、
あ
る
と
い
は
れ
る
が
、
そ
れ

は
國
際
的
な
民
主
主
義
の
前
進
の
た
め
の
苦
闘
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
界
史
的
意
味
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
民
主
外
交
を
國
内
的
意
味
に
限
る
こ
と
は
時
代
後
れ
で
あ
り
、
そ
の
實

奴
性
を
減
殺
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
會
に
よ
る
外
交
の
民
主
的
統
制
を
民
主
外
交
と
す
る
こ
と
は
、
奮
き
國

家
主
義
の
外
交
を
一
歩
も
出
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
N
に
於
て
新
し
き
民
主
外
交
と
は
、
國
際
民
主
主
義
の
上
に
立

ち
、
國
家
間
の
障
壁
を
破
っ
て
人
民
勢
力
の
間
の
交
流
均
衡
を
圖
り
、
國
民
全
艦
の
幸
幅
を
他
國
民
と
の
協
調
に
於
て
圖
る
人
民
主
義
外

交
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
國
家
民
族
間
の
不
李
等
を
な
く
し
て
、
そ
の
間
に
抗
孚
封
立
を
な
く
す
る
た
め
に
、
印
ち
國

家
主
義
の
立
場
に
立
つ
所
の
外
交
が
、
他
國
の
犠
牲
に
於
て
自
國
の
利
釜
を
圖
つ
た
の
に
反
し
て
、
民
主
外
交
は
、
他
國
民
の
利
釜
を
害

す
る
こ
と
な
く
、
相
互
の
協
調
に
よ
つ
て
李
和
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
若
し
國
家
間
に
職
争
封
立
の
危
陰
が
あ
る
と
き
は
、
人

民
相
互
の
協
力
に
よ
つ
て
國
家
樺
力
に
反
抗
し
て
も
職
争
を
同
避
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
N
に
於
て
外
交
は
巳
に
そ
の
基
本
原
理
た

る
國
家
利
釜
の
立
場
を
超
え
ざ
る
を
得
な
く
な
、
短
の
で
あ
る
。
故
に
民
主
外
交
は
國
家
主
義
の
薔
き
外
交
か
ら
國
際
政
治
へ
の
移
行
架
橋

的
存
在
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
國
内
、
國
際
を
問
は
す
普
遍
的
な
政
治
原
理
で
あ
る
と
し
て
も
、
國
内
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
實
現
方

　
　
　
韓
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
豊
一
）



　
　
　
輔
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
翌
二
）

法
が
そ
の
ま
N
國
際
肚
會
に
適
用
出
來
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
國
際
肚
會
は
國
内
杜
會
と
異
つ
て
統
一
的
契
機
を

歓
き
、
國
際
法
の
前
に
雫
等
で
あ
る
べ
き
國
家
は
政
治
的
に
ほ
不
午
等
が
蝕
り
に
も
顯
著
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
統

｝
政
府
的
中
心
を
歓
い
て
ゐ
る
現
歌
で
あ
る
。
殊
に
最
近
世
界
は
二
つ
に
分
れ
て
居
る
か
の
如
く
、
右
に
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
資
本

主
義
國
家
グ
ル
ー
プ
と
、
左
に
ソ
聯
を
中
心
と
す
る
肚
會
主
義
國
家
グ
ル
・
、
プ
と
の
封
立
が
存
し
、
前
者
は
後
者
の
イ
ン
タ
・
，
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
結
集
を
恐
れ
排
撃
し
、
後
者
は
前
者
の
帝
國
主
義
的
統
合
を
恐
れ
反
撃
し
て
激
し
い
封
抗
緊
張
が
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q
而
も
國

家
間
の
封
立
は
、
國
内
の
階
級
封
立
と
か
ら
み
合
つ
て
、
一
方
國
内
の
階
級
闘
孚
混
飢
を
刺
戟
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
戦
孚
を
避
け
ん
と
す

る
方
向
に
進
む
傾
向
と
共
に
、
他
方
國
家
間
の
戦
孚
凱
刺
戟
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
階
級
抗
孚
を
防
が
ん
と
す
る
傾
向
が
存
す
る
の
で
あ

る
（
％
）
。
か
』
る
複
雑
な
構
成
を
も
っ
國
際
肚
會
に
於
て
は
、
所
謂
國
際
民
主
主
義
の
實
践
は
頗
る
困
難
で
あ
る
Q
そ
れ
は
、
國
際
法
の

前
に
す
べ
て
の
國
家
は
雫
等
で
あ
る
と
い
ふ
原
則
の
上
に
立
ち
な
が
ら
、
他
方
卓
絶
し
た
實
力
を
有
す
ゐ
國
家
が
い
は
穿
國
際
肚
會
の
代

表
者
と
い
ふ
形
で
國
際
法
の
執
行
に
當
る
と
い
ふ
の
で
あ
つ
て
、
中
小
國
家
は
大
國
の
力
に
よ
る
國
際
法
秩
序
維
持
に
信
接
し
て
國
防
を

そ
れ
に
委
ね
、
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
世
界
経
濟
の
一
環
と
し
て
世
界
文
化
の
襲
達
に
寄
與

し
得
る
様
に
な
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
（
2
6
）
。
か
N
る
國
際
民
主
主
義
は
大
國
の
小
國
支
配
を
肯
定
し
、
現
存
の
勢
力
關
係
承
認
の
上
に
立

つ
所
の
李
和
維
持
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
民
主
主
義
は
果
し
て
眞
に
國
際
李
和
を
保
障
す
る
で
あ
ら
う
か
。
我
女
は
表

面
の
亭
和
で
な
く
、
基
礎
的
に
永
績
し
得
る
雫
和
を
考
へ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
た
め
に
は
大
國
主
義
に
よ
る
現
存
秩
序
維
持
に
よ

つ
て
國
家
の
民
主
化
が
遮
ら
れ
、
階
級
封
立
が
激
化
づ
る
な
ら
ば
、
か
二
ろ
國
際
民
主
主
義
は
眞
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
は
な
い
と
思
は
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
結
局
國
家
間
の
戦
争
を
防
止
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
で
あ
ら
う
Q

　
こ
N
に
於
て
、
國
際
民
主
主
義
は
、
大
國
主
義
の
上
に
立
つ
國
際
組
織
に
よ
る
卒
和
維
持
よ
り
も
、
大
國
た
る
と
小
國
た
る
と
を
問
は



す
、
す
べ
て
人
民
の
幸
幅
を
檜
進
す
る
こ
と
の
出
來
る
檬
な
階
級
闘
孚
な
き
肚
會
経
濟
的
地
盤
を
形
成
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
國
家
間
の

李
和
を
維
持
し
、
各
國
の
自
由
耶
等
を
高
上
均
衡
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
．
あ
ろ
。
從
つ
て
國
際
民
主
主
義
は
、
大
國
主
義

の
肯
定
に
ぱ
非
す
し
て
、
む
し
ろ
そ
の
否
定
の
上
に
立
ち
、
檀
民
地
後
遙
國
の
大
國
支
配
か
ら
の
解
放
凋
立
、
枇
界
資
源
の
再
分
配
及
び

交
通
貿
易
の
自
由
、
優
越
人
種
的
偏
見
の
打
破
等
に
よ
ス
所
の
世
界
民
主
化
に
外
な
ら
な
い
Q

　
か
玉
ろ
國
際
民
主
主
義
を
理
念
と
す
る
民
主
外
交
は
、
當
然
か
つ
て
の
奮
ぎ
國
家
主
義
的
立
場
か
ら
離
れ
て
國
際
主
義
の
立
場
に
移
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
Q
元
來
外
交
は
國
家
存
立
な
る
基
本
的
要
求
に
穫
し
て
國
家
利
釜
の
立
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
も
の

と
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Q
然
る
に
こ
の
國
家
中
心
主
義
の
外
交
は
所
詮
國
際
封
立
を
激
化
す
る
の
み
で
あ
り
、
た
と
ひ
成
功
し
て
蛮
結

局
破
綻
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
巳
に
知
つ
た
所
で
あ
る
Q
力
に
よ
り
敵
を
倒
し
て
成
功
し
た
外
交
は
、
後
に
再
び
力
に
よ
衿
復
讐
同
復
を

敵
方
に
企
て
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
叉
利
釜
に
よ
り
誘
引
謀
略
を
以
て
成
功
し
た
外
交
は
、
國
際
關
係
に
於
て
長
く
そ
の
槽
釜
を
確
保
す

る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
か
玉
ろ
奮
き
外
交
を
以
て
し
て
は
國
家
は
國
際
肚
會
の
中
に
存
立
襲
展
を
綾
け
る
こ
と
は
出
來
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

あ
ら
う
。
新
し
い
世
界
に
於
け
る
國
家
存
在
方
式
と
し
て
の
外
交
に
、
國
家
と
國
家
と
の
間
の
封
立
關
係
に
の
み
動
か
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
國
家
間
の
協
力
關
係
又
は
國
民
相
互
間
の
結
合
關
係
の
上
に
立
つ
國
際
組
織
の
中
に
國
家
を
存
立
せ
し
め
ん
と
す
る
で
あ
ら
う
Q

　
奮
き
外
交
は
自
己
保
存
の
原
始
根
源
的
要
求
に
の
み
慮
じ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
新
し
い
外
交
は
自
他
共
存
の
人
間
性
の
要
求
に
鷹
う

る
も
の
で
あ
る
Q
自
國
の
欲
す
る
所
は
他
國
に
封
レ
て
も
亦
重
ん
じ
、
他
國
の
欲
す
ろ
所
を
最
も
よ
く
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
外
交

は
自
國
の
意
志
劾
他
國
に
よ
つ
て
喜
ん
で
受
け
容
れ
さ
せ
ろ
様
に
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
結
局
そ
こ
に
は
箪
な
る
利
害
打
算
、
キ
ヴ
・
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ォ
ネ
ス
ト
の
イ
ズ
ロ
　
し
ベ
ス
ト
　
ポ
リ
ス
イ

ド
・
テ
イ
ク
以
上
に
、
…
、
正
直
は
最
良
の
政
策
」
の
秩
序
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
交
は
賄
路
行
使
で
も
な
け
れ
ば
威
嚇
行
爲

で
も
な
く
、
叉
欺
隔
行
爲
で
も
な
い
Q
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
民
主
外
交
は
最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
方
法
を
政
治
に
適
用
し
た
も
の
に
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ニ
　
　
　
（
五
五
四
）

他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
他
國
の
欲
す
る
所
を
民
衆
に
與
へ
、
且
自
ら
が
他
國
に
與
へ
得
る
も
の
を
他
國
に
欲
求
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
成
功
す
る
た
め
に
は
、
他
國
の
國
民
一
般
の
必
要
に
感
じ
た
よ
き
財
貨
を
適
時
に
供
給
し
、
而
も
他
國
民
を
し
て
そ
れ
を
好
ま
し
め

必
要
な
こ
と
を
知
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彊
制
的
な
重
荷
を
感
ぜ
し
め
る
様
な
形
で
な
く
、
他
國
の
側
も
好
ん
で
そ
れ
を
選
ぶ
様

な
有
無
相
通
す
る
方
式
で
経
濟
的
な
交
流
が
計
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
い
は
穿
資
本
主
義
的
な
経
濟
外
交
で
は
な
く
、
肚
會

主
義
的
な
繧
濟
外
交
と
も
い
へ
る
で
あ
ら
う
く
助
）
Q
民
衆
一
般
の
實
質
的
幸
幅
檜
進
に
寄
與
し
な
い
外
交
は
、
奮
き
外
交
の
遺
物
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
り
、
新
し
い
外
交
は
民
衆
の
要
望
に
直
接
答
へ
得
る
様
な
維
濟
、
植
民
、
文
化
交
通
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
の
で
あ
る
Q
そ
れ

故
に
、
か
つ
て
の
外
交
が
秘
密
と
謀
略
に
よ
つ
て
成
功
し
た
の
に
反
し
て
、
新
し
き
外
交
は
明
知
と
誠
實
に
よ
り
そ
の
目
的
を
は
つ
き
り

宣
明
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
噛
國
民
的
支
持
の
み
な
ら
す
、
國
際
的
支
持
を
得
る
が
故
に
成
功
す
る
の
で
あ
る
（
2
8
）
。

　
民
主
外
交
め
特
徴
は
、
こ
の
様
な
實
質
的
な
維
濟
的
裏
付
け
に
あ
ろ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
從
來
の
様
な
外
務
當
局
を
通
し
て

通
商
貿
易
協
定
を
な
す
と
い
ふ
様
な
方
式
よ
り
も
、
直
接
に
各
國
の
肚
會
経
濟
勢
力
の
蓮
結
に
よ
つ
て
、
貿
易
、
關
税
、
借
款
等
を
成
功

さ
せ
る
檬
に
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。
そ
の
好
例
は
、
か
の
英
國
現
代
理
論
維
濟
學
派
の
泰
斗
に
し
て
英
蘭
銀
行
総
裁
た
る
ケ
ー
ン
ズ

が
、
大
戦
後
危
機
に
瀕
し
た
英
國
維
濟
を
救
ふ
た
め
に
米
國
に
赴
き
論
器
貸
與
法
に
代
る
べ
き
も
の
を
求
め
て
彪
大
な
戦
債
の
破
棄
に
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

め
三
十
七
億
五
十
萬
弗
の
借
款
に
成
功
し
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
Q
要
す
る
に
民
主
外
交
は
、
肚
會
主
義
的
な
維
濟
外
交
と
い

ふ
べ
き
で
あ
つ
て
、
軍
に
國
内
政
治
制
度
的
な
輿
論
議
會
の
外
交
關
與
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
Q
繧
濟
外
交
が
中
心
と
な

る
と
き
、
そ
こ
に
於
て
は
國
家
の
障
壁
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
政
治
的
制
約
を
越
え
て
維
濟
的
肚
會
的
交
流
嚢
展
が
要
求
さ
れ
、
必
然

的
に
世
界
機
構
が
要
請
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
民
主
外
交
こ
そ
は
こ
の
新
し
き
世
界
機
構
の
積
粁
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
（
23
）
出
。
密
8
一
ψ
o
ど
U
旦
o
冨
”
逡
O
冨
マ
一
＜



（
％
）

（
蛎
）

（
％
）

（
町
）

（
盤
）

　
古
く
け
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
に
遡
つ
て
、
米
國
の
議
會
の
反
封
に
よ
る
國
際
聯
盟
不
滲
加
か
ら
、
最
近
は
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
實
施
に
當
つ

て
議
會
の
封
外
援
助
削
減
制
限
等
に
よ
つ
て
米
國
外
交
は
常
に
國
策
途
行
に
於
て
動
揺
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
肖
o
¢
づ
㎎
㎞
一
び
箆
こ
℃
●
oo
麟

　
尾
寓
朝
雄
博
士
　
　
「
法
の
窮
極
心
」
あ
る
も
の
」
三
一
〇
頁

　
贅
本
圭
義
に
於
て
け
過
剰
生
麿
物
を
封
外
的
に
販
路
を
獲
得
し
て
輸
出
し
、
輸
出
超
魁
に
よ
つ
て
そ
の
爽
展
を
な
さ
穿
る
を
得
な
い
か
ら
、
そ
の

た
め
に
は
販
路
獲
得
の
た
め
の
帝
國
セ
義
競
雫
を
招
來
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
從
つ
て
後
進
國
の
立
場
を
考
慮
す
る
と
け
い
へ
な
い
の
で
あ

る
。
然
る
に
祉
會
主
義
に
於
て
は
、
．
必
ず
し
も
販
路
を
外
國
に
褒
見
し
強
制
的
に
輸
出
の
必
要
を
認
め
な
い
の
で
、
各
國
そ
れ
ぞ
れ
有
無
相
通
ず
る

貿
易
が
行
は
る
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。

　
嘱
o
弱
惨
鵬
旧
一
び
蕊
‘
℃
。
oo
o
o

五
　
結

論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
　
パ
む
ス
ペ
ク
テ
イ
ヴ

　
「
外
交
政
策
は
抽
象
的
理
論
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
る
も
の
で
．
は
な
い
。
そ
れ
は
國
家
危
急
の
必
要
か
ら
、
叉
歴
史
的
背
景
の
中
心

に
生
々
し
く
浮
び
上
つ
て
ゐ
る
國
家
的
利
盆
（
轟
砿
o
轟
＝
旨
貫
窃
け
）
と
い
ふ
現
實
的
観
念
の
結
果
生
れ
出
ろ
も
の
で
あ
る
。
」
（
29
）
と
米
國

國
務
長
官
ヒ
ュ
ー
ズ
は
現
代
外
交
の
中
心
観
念
を
喝
破
し
た
が
、
そ
れ
は
軍
に
米
國
に
つ
い
て
言
は
れ
る
の
み
で
は
な
く
、
英
國
流
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
じ
ゾ
ン
の
デ
タ
マ

現
に
よ
れ
ば
國
家
利
己
主
義
（
p
Q
①
一
泣
暮
霞
①
貫
紹
5
ω
ぎ
Φ
ω
ω
）
と
し
て
、
佛
國
流
の
表
現
に
よ
れ
ば
國
家
理
由
（
H
巴
ω
自
山
．
傘
暮
）
と
し

て
、
又
凋
逸
流
で
は
現
實
政
策
（
幻
＄
一
も
畠
鉱
犀
）
と
し
て
、
又
世
界
共
産
主
義
を
標
榜
す
る
ソ
聯
で
す
ら
租
國
防
衛
の
旗
印
の
、
下
に
一

國
肚
會
主
義
と
し
て
、
あ
く
ま
で
國
家
の
利
釜
の
立
場
に
立
つ
て
外
交
は
推
進
せ
ら
れ
、
一
般
に
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
タ
ー
が
外
交
の
椹
軸
で

あ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
何
人
も
否
定
し
得
な
い
所
で
あ
ら
う
。

　
抑
く
國
家
の
存
立
が
第
一
義
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
行
は
れ
る
封
外
交
渉
が
外
交
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
タ
ー
を
楯
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六
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に
と
つ
て
租
國
を
救
ふ
た
め
に
は
如
何
な
る
手
段
を
と
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
外
交
が
行
は
れ
る
こ
と
も
當
然
で
あ
り
、

そ
れ
は
亦
最
後
の
手
段
と
し
て
戦
雫
を
も
僻
さ
な
い
底
の
力
を
背
景
と
す
る
外
交
が
行
は
れ
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
所
で
あ
ら
う
Q
然

し
乍
ら
問
題
は
、
か
x
る
カ
と
樺
謀
術
激
を
以
て
す
る
外
交
が
眞
に
國
家
を
存
立
嚢
展
せ
し
め
得
る
か
否
か
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
N
に

於
て
眞
に
國
家
を
救
ふ
所
の
國
家
理
由
と
は
何
か
壁
改
め
て
反
省
さ
ゆ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
（
3
0
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
タ
じ
ツ
　
レ
ヨ
ヅ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ア
ヌ
ン
フ
ト
て

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
從
へ
ば
、
國
家
理
性
と
は
國
家
行
動
の
格
牽
、
國
家
の
運
動
法
則
で
あ
P
、
國
家
の
「
理
性
」
は
自
己
自
身
と
そ

の
環
境
と
を
認
識
し
こ
の
認
識
に
基
い
て
行
動
の
諸
女
の
格
牽
を
創
造
す
る
難
に
存
す
る
の
で
あ
つ
て
、
叉
そ
の
格
率
は
つ
ね
に
個
艦
的

な
性
格
と
同
時
に
一
般
的
な
性
格
を
幣
び
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
・
こ
れ
は
〃
ラ
ト
ス
と
エ
ト
ス
、
椹
力
衝
動
に
よ
る
行
動
と
道
義
的
行
動

と
の
間
の
橋
渡
し
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
合
目
的
的
で
あ
つ
て
有
釜
な
且
幸
幅
を
齎
し
、
そ
の
生
存
の
最
善
の
歌
態
に
達
す
る
た

め
に
國
家
が
な
す
べ
き
こ
と
を
考
量
す
る
こ
と
で
あ
る
。
國
家
理
性
は
最
高
の
二
重
性
と
分
裂
と
を
も
つ
行
動
の
格
率
で
あ
り
、
そ
れ
は

自
然
に
向
け
ら
れ
た
一
面
遇
精
神
に
向
け
ら
れ
た
一
面
と
を
も
ち
、
そ
の
中
で
自
然
的
な
も
の
み
精
紳
的
な
も
の
と
が
内
的
に
融
合
し
合

つ
て
ゐ
る
中
間
帯
、
㍗
あ
る
Q
自
然
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
國
家
理
性
に
ょ
る
行
動
の
進
ん
で
権
力
衝
動
に
從
ふ
面
で
あ
る
が
、
盲
目

的
支
配
は
穰
力
の
本
質
で
あ
る
に
拘
ら
す
そ
れ
は
結
局
自
己
自
身
を
破
滅
さ
せ
る
の
で
、
自
己
を
維
持
し
檜
大
．
ヒ
せ
る
に
は
何
等
か
の
合

目
的
的
な
規
範
に
服
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
椹
力
が
高
め
ら
れ
る
や
そ
れ
は
力
そ
の
も
の
x
た
め
に
追
求
さ
れ
る
の
で
は
な
ぐ
、

公
共
の
幅
魁
、
民
族
共
同
艘
の
物
的
・
道
徳
的
及
び
精
紳
的
健
全
さ
と
い
ふ
目
的
の
た
め
の
不
可
欲
の
手
段
と
し
て
追
求
さ
れ
る
の
で
あ

る
Q
國
家
理
性
は
、
い
は
ぐ
光
と
闇
と
に
よ
つ
て
同
時
に
支
配
さ
れ
、
そ
の
間
を
不
断
に
動
揺
し
つ
貸
け
る
の
で
あ
る
（
翫
）
Q

　
こ
の
様
に
國
家
理
性
を
考
へ
る
と
き
、
外
交
が
若
し
唯
く
自
國
の
存
立
獲
展
の
た
め
に
は
他
國
を
顧
み
す
ぴ
た
す
ら
國
家
利
釜
の
た
め

に
の
み
行
動
し
、
道
義
を
踏
み
踊
つ
て
も
力
の
外
交
を
貫
ぬ
か
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
外
交
は
却
つ
て
國
家
♪
破
滅
さ
せ
る
こ
と
に
な



る
こ
と
が
分
る
で
あ
ら
う
。
こ
玉
に
於
て
我
女
は
眞
に
國
家
を
救
ぴ
國
民
を
釜
す
る
外
交
は
、
國
家
理
性
そ
の
も
の
玉
論
理
に
よ
つ
て
、

決
し
て
國
家
的
工
。
コ
イ
ズ
ム
の
上
に
立
つ
カ
の
外
交
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
釦
る
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
從
來
外
交
－
．
し
い
へ
ば
、
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
印
ち
力
と
穰
謀
術
籔
に
立
脚
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
、
武
力
の
背
景
を
持
た
な
い
外
交

は
無
力
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
然
し
論
理
と
現
實
ば
今
や
か
～
る
奮
き
型
の
外
交
は
破
綻
す
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
軍
に
論
理
的
要
請
だ
け
で
な
く
、
實
に
悲
痛
な
我
女
自
ら
の
艦
験
に
よ
つ
て
現
實
に
知
り
得
た
所
で
あ
り
、
又
現
在
の

複
雑
深
刻
な
國
際
欺
勢
が
冷
た
い
職
争
の
デ
ッ
ド
・
・
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
て
ゐ
る
所
以
か
ら
も
知
り
得
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら

す
、
現
在
依
然
と
し
て
奮
き
外
交
が
國
際
政
治
の
舞
毫
で
は
露
呈
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
玉
に
問
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

蕾
き
外
交
を
超
克
す
る
こ
と
な
く
し
て
新
し
い
外
交
は
な
く
、
新
し
き
外
交
な
く
し
て
國
家
の
存
立
嚢
展
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
Q

　
然
ら
ば
、
、
奮
き
外
交
は
如
何
に
し
て
超
克
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
Q
そ
れ
は
軍
に
可
能
性
の
問
題
で
は
な
く
し
て
、
切
實
な
戦
争
回

避
の
國
際
李
和
の
緊
急
問
題
で
あ
る
。
原
子
爆
弾
の
出
現
し
て
ゐ
る
現
在
、
原
子
戦
孚
は
人
類
を
破
滅
さ
せ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

こ
と
で
あ
り
、
而
も
こ
の
戦
孚
の
危
機
を
同
避
せ
し
め
る
こ
と
が
外
交
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
の
で
あ
、
る
な
・
り
ば
、
如
何
に
し
て
も
外
交

を
し
て
新
し
く
回
生
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
然
る
に
現
在
の
外
交
は
奮
き
外
交
の
殻
を
抜
け
出
な
い
が
故
に
、
戦
孚
の
危
機
を
回

避
し
解
浩
す
る
代
り
に
、
却
つ
て
増
大
し
て
ゐ
る
か
の
有
様
で
あ
る
。
何
故
に
奮
き
外
交
が
モ
ス
コ
1
に
、
ベ
ル
リ
ン
に
パ
リ
ー
に
、
依

然
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
Q
そ
れ
は
メ
ツ
テ
ル
ニ
ヒ
や
ビ
ス
マ
ル
ク
を
し
て
顔
負
け
さ
せ
る
程
の
醤
き
外
交
の
復
活
で
さ
へ
あ
る

か
の
如
き
様
相
を
呈
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
外
交
の
典
型
的
表
現
と
す
ら
い
へ
る
で
あ
ら
う
Q
こ
の
奮
き
型

の
外
交
の
著
し
い
現
出
は
、
何
に
由
來
す
る
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
現
段
階
の
世
界
構
造
が
＝
兀
的
な
ら
ん
と
し
て
而
も
な
り
得
な
い
矛

盾
に
よ
る
の
で
あ
る
Q
二
元
的
或
ひ
は
多
元
的
な
世
界
構
造
が
存
す
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
中
心
を
主
張
す
る
國
家
間
に
闘
争
競
合
が
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起
る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
の
交
渉
が
激
烈
に
な
る
の
は
各
ζ
の
依
つ
て
以
て
立
つ
所
の
世
界
観
の
相
異
か
ら
し

て
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
の
外
交
が
マ
キ
ア
ベ
リ
的
に
な
る
の
は
、
各
自
が
そ
の
徳
性
（
≦
詳
仁
）
を
信
頼
す
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
Q

そ
れ
は
最
も
眞
實
な
意
味
に
於
け
る
マ
キ
ア
ベ
リ
外
交
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
奮
き
型
の
外
交
は
、
そ
れ
自
ら
の
論
理
的
彊
展
に
よ
つ
て
新
し
き
外
交
に
超
克
止
揚
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
成
程
軍
に
國
家
利
己

主
義
に
基
く
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
外
交
は
失
敗
す
る
で
あ
ら
う
Q
然
し
さ
れ
ば
と
て
そ
の
失
敗
を
自
畳
し
て
そ
れ
を
極
端
に
お
し
進
め
な
い

で
安
協
し
た
と
き
、
そ
の
外
交
は
成
功
し
た
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
世
界
観
を
異
に
す
る
國
家
間
の
外
交
が
、
愛
協
し
て
戦
孚
の
回

避
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
時
の
成
功
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
Q
不
信
實
な
愛
協
干
和
は
、
却
て
後
に
間
題
を
残
し
、
よ
り
大

き
な
不
和
戦
孚
の
種
を
蒔
く
で
あ
ら
う
Q
眞
實
な
世
界
観
の
衝
突
は
、
そ
れ
が
如
何
に
激
し
く
戦
は
れ
て
も
、
そ
れ
は
む
し
ろ
解
決
の
道

の
前
進
で
あ
る
の
で
あ
る
Q
そ
れ
故
に
、
現
在
米
ソ
間
に
痛
烈
に
行
は
れ
て
ゐ
る
外
交
は
、
た
と
ぴ
そ
れ
が
戦
孚
へ
の
道
を
開
く
と
非
難

さ
れ
て
も
、
そ
の
激
し
さ
の
故
に
そ
の
眞
實
の
故
に
む
し
ろ
解
決
の
希
望
を
捨
て
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
Q
そ
の
激
突
の
極
途
に

双
方
何
れ
か
ぐ
死
滅
す
べ
き
戦
争
と
な
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
戦
ぴ
を
宣
し
た
國
の
世
界
観
の
敗
北
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
正
し

き
世
界
観
は
必
す
戦
は
す
し
て
勝
つ
も
の
で
あ
り
、
假
に
正
し
き
世
界
観
を
も
つ
國
は
戦
に
は
敗
れ
て
も
う
最
後
の
勝
利
を
世
界
史
の
審

判
の
前
に
與
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
そ
の
恒
久
卒
和
論
に
於
て
、
「
世
界
は
亡
び
る
と
も
正
義
は
行
は
る
べ
し
Q

（
訪
暮
甘
ω
暮
昼
需
お
暮
目
昌
自
霧
）
」
と
言
つ
て
ゐ
る
（
認
）
9
正
し
き
世
界
観
は
、
眞
理
は
、
戦
孚
の
勝
敗
を
高
く
超
え
て
存
在
す
る

の
で
あ
る
Q

　
現
在
我
國
は
聯
合
軍
の
占
領
下
に
あ
つ
て
國
内
に
一
兵
一
艦
な
く
國
外
に
一
の
大
公
使
領
事
公
館
な
く
、
外
交
自
主
橦
を
も
た
な
い
が

故
に
、
全
き
意
味
の
外
交
は
存
在
し
な
い
欺
態
に
お
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
た
‘
へ
講
和
條
約
成
立
後
と
難
も
、
敗
職
の
苦
境
か
ら
何



の
武
力
的
背
景
も
も
た
す
に
國
際
肚
會
に
乗
り
出
さ
う
と
い
ふ
我
國
の
外
交
は
、
從
來
の
奮
き
型
の
ま
N
で
は
到
底
國
家
の
安
全
保
障
を

す
ら
完
う
し
得
な
い
こ
と
明
か
で
あ
る
。
而
も
原
子
航
室
機
時
代
に
あ
つ
て
は
、
中
小
國
は
自
國
の
軍
備
を
以
て
し
て
自
衛
存
立
は
難
か

し
く
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
奮
き
外
交
の
超
克
の
間
題
は
箪
に
我
國
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
廣
く
世
界
各

國
の
問
題
で
あ
り
、
我
國
以
外
の
中
小
國
は
勿
論
大
國
と
難
も
武
力
の
み
を
背
景
乏
す
る
外
交
は
眞
に
國
家
を
守
り
釜
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
必
す
亭
知
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ぱ
こ
の
武
力
の
背
景
な
き
外
交
は
如
何
に
し
て
國
家
の
安
全
保
障
を
確
保
し
得
る
で
あ

ら
う
か
Q
そ
れ
に
は
外
交
の
本
質
を
再
び
反
省
し
、
そ
の
依
つ
て
立
つ
基
本
原
理
た
る
國
家
主
義
の
立
場
を
今
こ
そ
乗
り
越
え
、
國
家
主

槽
の
一
部
を
世
界
機
構
の
中
に
委
ね
て
相
互
依
存
、
協
力
に
よ
る
所
の
國
際
主
義
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
X
る
外

交
は
已
に
國
際
聯
合
機
構
運
螢
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
殊
に
経
濟
肚
會
理
事
會
に
於
け
る
外
交
は
安
全
保
障
理
專
會
の
そ
れ

と
異
つ
て
大
國
主
義
的
色
彩
を
な
く
し
て
、
各
國
す
べ
て
卒
等
の
票
決
穰
存
．
有
す
る
民
主
外
交
で
あ
る
（
9
9
e
。
）
Q

　
こ
の
経
濟
肚
會
理
事
會
に
於
け
る
各
國
の
行
動
方
式
こ
そ
、
新
し
い
外
交
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
軍
に
外

交
交
渉
の
方
式
に
於
て
だ
け
で
な
く
、
國
境
を
越
え
て
の
國
際
協
力
を
な
し
得
る
肚
禽
経
濟
的
地
盤
が
存
す
る
か
ら
秀
、
あ
る
Q
こ
の
面
に

於
け
る
革
新
な
く
し
て
新
し
き
外
交
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
國
際
的
デ
モ
〃
ラ
シ
ー
も
所
詮
こ
の
維
濟
的
肚
會
的
な
李
等
の
地
盤
な

く
し
て
は
實
践
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
國
際
正
義
も
亦
こ
の
基
礎
な
く
し
て
は
抽
象
的
要
講
に
終
る
で
あ
ら
う
Q

　
外
交
は
、
本
質
的
に
理
想
と
現
實
と
の
背
離
の
苦
悩
を
一
身
に
背
負
ひ
な
が
ら
、
身
、
の
，
使
命
を
途
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
矛
盾
的
性
格
に

よ
つ
で
、
悲
劇
的
に
宿
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
も
外
交
は
そ
の
自
ら
依
つ
て
立
つ
根
抵
た
苧
國
家
主
義
の
立
場
を
捨
て
N
國

際
主
義
の
立
場
に
移
ら
な
い
限
り
、
戸
の
矛
盾
的
性
格
か
ら
解
決
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
脆
せ
ん
た
め
に
は
、
奮
き
外

交
の
超
克
あ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
と
き
に
は
、
外
交
は
國
際
政
治
に
生
れ
代
つ
た
と
き
で
あ
ら
う
。
（
一
九
四
八
・
一
〇
・
一
〇
）
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こ
、
に
國
家
を
救
ふ
「
國
家
理
由
」
と
い
ふ
意
味
は
、
軍
に
國
家
の
存
立
を
完
う
さ
せ
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
く
、
人
民
の
幸
繭
の
た
め
に
特
権

者
の
專
横
か
ら
國
家
を
救
つ
て
卒
和
的
寿
申
民
主
主
義
國
家
と
し
て
、
國
際
杜
會
に
正
し
き
針
路
を
採
ら
し
め
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
Q
こ
の
意
味
で

「
國
家
理
出
」
は
か
つ
て
の
絶
封
的
國
家
主
義
の
要
求
で
は
な
く
し
て
、
國
内
民
主
化
に
擦
る
所
の
人
民
の
立
場
か
ら
の
國
家
の
存
在
理
由
と
せ
ら

る
べ
き
で
あ
る
O

－
7
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ツ
ケ
　
菊
盛
英
夫
課
　
　
「
近
世
史
に
於
け
る
國
家
理
念
一
一
司
乃
至
土
○
頁

　
国
帥
β
ご
N
弱
賢
o
勾
碍
0
5
蜀
二
a
①
5
》
5
匿
昌
㎎
一
船
山
信
一
課
「
永
遠
の
準
和
の
た
め
に
」
六
〇
頁

　
國
際
聯
合
の
第
一
目
標
は
職
争
の
防
止
に
あ
る
が
、
・
〆
、
の
常
面
の
門
題
を
解
決
す
る
安
全
保
障
理
事
會
け
現
實
の
勢
力
關
係
に
動
か
さ
れ
拒
否
椹

を
存
し
非
民
主
龍
義
的
で
あ
る
が
、
職
争
を
そ
の
根
祇
に
於
て
防
止
す
る
長
期
的
問
題
解
決
の
た
め
に
存
す
る
経
濟
吐
會
理
事
會
は
、
そ
の
構
成
と

蓮
警
に
於
て
全
く
デ
モ
ク
ラ
テ
イ
ッ
ク
で
あ
る
。
耶
和
に
必
要
な
安
定
蘭
祉
を
創
る
た
め
に
コ
暦
高
き
生
活
水
準
、
完
全
雇
傭
並
に
経
濟
的
進
歩
及

祉
會
的
進
歩
爽
展
の
欺
熊
を
促
進
」
（
聯
合
憲
章
第
五
＋
五
條
」
す
べ
く
、
経
濟
吐
會
科
學
交
化
等
の
部
面
に
亙
つ
て
國
際
問
題
の
解
決
に
當
る
の

で
あ
る
Q
純
濟
吐
會
理
事
會
は
各
國
平
等
の
立
場
に
立
ち
大
國
の
強
制
力
は
存
し
な
い
。
「
す
ぺ
て
は
各
國
の
良
識
と
先
見
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
各

國
代
表
は
議
事
妨
害
を
避
け
善
意
と
協
和
の
精
紳
に
よ
つ
て
支
配
せ
ら
る
ぺ
く
、
常
に
世
界
祉
會
の
一
員
と
し
て
行
動
す
ぺ
き
こ
芝
が
要
求
さ
れ
て

ゐ
る
。
國
際
問
の
論
璽
は
一
定
時
問
中
に
行
け
る
べ
き
7
ツ
ト
ボ
ー
ル
の
ゲ
ー
ム
の
様
に
行
け
る
ぺ
き
で
は
な
く
、
一
定
の
規
律
に
從
つ
て
勝
敗
を
こ

え
て
の
よ
η
高
き
ス
ポ
ー
ッ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
以
て
行
け
る
。
へ
き
で
あ
る
。
」
と
國
際
聯
合
リ
ー
事
務
総
長
け
蓮
ぺ
て
ゐ
る
。
（
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術
聯
合
の
外
交
を
新
し
い
外
交
と
す
る
こ
と
は
シ
カ
ゴ
大
學
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
教
授
も
己
に
指
摘
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
（
円
ぎ
属
巴
①
b
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尋
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